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令和７(2025)年度 社会福祉法人 野洲市社会福祉協議会 事業報告 

 
 
【基本理念】「すべての人が ともに生き ともに支えあう 安心して暮らせるまち やす」 
 
【基本方針】「おたがいさま」と「少しのおせっかい」 

 
 

【報 告】 

 少子高齢化、核家族化の進行に伴い、地域社会とのつながりが希薄化し、孤立状態になることで生

活課題がより複雑化・複合化する傾向が強まっています。さらに、長引く物価高騰の影響により、住

民が抱える課題は一層深刻化しています。このような地域のつながりの重要性がこれまで以上に高ま

るなか、本会ではこれまで地域や関係機関・市と連携して推進してきた様々な事業や地域福祉活動の

展開により、複雑化する地域ニーズに対応してきました。また、第３期野洲市地域福祉基本計画の中

間見直しにあたり、地域の協同力アセスメントにも取り組み、基本理念である「すべての人が ともに

生き ともに支え合う 安心して暮らせるまち やす」の実現に向けて、地域の実情や新たな課題を踏ま

えた施策の方向性を整理し、今後の地域福祉の推進に向けた基盤づくりを進めました。併せて、地域

での見守り・支え合いを通じた福祉のまちづくりの方向性についても整理し、次年度以降のさらなる

推進に向けて取組を進めていく体制を整えることができました。 

さらに、将来の地域づくりに向け、市内の関係機関と協働して人材育成・人材確保の取組を新たに

始動するとともに、組織内に立ち上げた「やすのみらい🌱 タネまき隊」を中心に、地域福祉活動の担

い手育成と次世代への“共に生きる”意識の醸成に向け、改めて福祉学習のあり方を検討する場づく

りに着手しました。 

また、これらの活動を着実に進めるため、本会としての経営ビジョンや目指すべき方向性を定めた

第２次中期経営計画（令和６年度～令和１０年度）の２年目として、安定した法人運営を実践すると

ともに、組織体制の強化、職員の専門性向上、経営基盤の確立に取り組みました。 

 

 

【主な取組み】 

Ⅰ．ともに支えあう地域づくり ～市民の主体的な地域福祉活動の推進～ 

Ⅱ．地域生活を支える仕組みづくり ～安心して相談できる体制～ 

Ⅲ．分野や立場を超えた支えあいづくり ～多種多様なネットワークの構築～ 

Ⅳ．推進体制の充実・強化 
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【実施事業】 

Ⅰ．ともに支えあう地域づくり ～市民の主体的な地域福祉活動の推進～ 

近年では、支えあいや助けあいの仕組みが機能しにくい地域や、地域と関わる機会が少ない市民も

増えています。また、各種団体においても構成員の固定化や高齢化、減少による弱体化などがみられ、

次代を担う人材の育成が課題として挙げられます。 

市民同士のコミュニケーションが円滑に図られ、良好な地域社会が形成できるよう、各種団体の活

動をさらに活発にし、次代を担う人材を地域で育成できるよう各種事業を通して働きかけました。 

 

１．安心して暮らせる地域づくり  

（１）地域福祉活動の推進支援 

  ①野洲 見守り・支え合いネットワーク活動の推進 

   地域住民間や専門職とのつながりを構築し、誰もが取り残されない地域を実現することをめ

ざし、地域で見守りをすすめるための仕組みづくり、組織化に取り組みました。 

 

  １）自治会長・民生委員合同研修会 

 6 月 22日֩  ֪

 ḃḻḇ  ᴻ  

נּ  154 名  

   ᵈ ≠╢ ≠╢ᶇ ᶇᶍ ᶊᶧᶪ ╓ᶍ ᶩᶊᶃᵣᶅe 

                    ḵֹᴻ᷀ḲḂḨᴴḱḤ ║ם   

 

  ２）各学区自治会長と民生委員児童委員懇談会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  【懇談会での意見】 

  ・自治会長は１年で交代する取り決めになっており、 

役員が地域のつながりの必要性を感じる機会が 

あったとしても、翌年リセットされてしまう。 

→役員が短期間で交代することはデメリットであるが、 

逆に役員を経験し苦労を理解してくれる人が大勢いる 

というメリットとしてとらえてはどうか。 

  ・地域の中に高齢者ではない気になる人はいる。 

見守りは高齢者だけの問題ではないということを周知し、若い人にも関心を持ってもらいたい。 

  ・自治会長や民生委員だけでなく、多くの人に関わってもらえるよう役員会で相談したい。 

 

 

   
נּ  

 ≠╢ ᵼᶍ     

  9月 13 日(土) 18 25 0 2 5 50 

  7月 13 日(日) 17 20 0 2 4 43 

  8月 30 日(土) 12 12 1 1 3 29 

 6月 7日(土) 14 15 0 2 3 34 ע 

  7月 3日(木) 7 11 0 1 2 21 

  9月 13日(土) 17 27 2 2 6 54 

 85 110 3 10 23 231 
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  ３）自治会域の見守り支え合いグループの立ち上げ、活動支援 

  学区 自治会・グループ名 

相談・準備会議 31回（19自治会） 野洲 野洲・四ツ家・青葉台 

北野 市三宅・冨波南 

三上 三上・南桜・妙光寺・七間場 

近江富士 3区 

祇王 江部・野洲の里・北 

篠原 小南・篠原駅前・長島・小堤 

中主 北比江・八夫 

見守り会議への参加 28回（7グループ） 野洲 ★野洲（手と手ー会） 

★青葉台（見守り隊） 

北野 久野部（四方山見守り会） 

久野部東（ひだまり友遊クラブ） 

三上 近江富士 5区 

（近江富士 5 区福祉健康推進委員会） 

祇王 ★江部（江部どーなつ隊） 

篠原 高木（高木大きなおせっかいの会） 

     ★令和 7年度より取組が始まったグループ 

 

 

 

 

 

 

  【手と手ー会】       【江部どーなつ隊】       【青葉台見守り隊】 

 

  ４）見守り支え合いネットワークプロジェクト会議の開催  3回 

開催日 7 月 11日(金)･11月 18日(火)･3月 13日(金) 

出席者 民児協地域活動部会三役 

市社会福祉課・地域包括支援センター・市民生活相談課 

社会福祉協議会 

アドバイザー：ローカリズム・ラボ 井岡仁志氏 

 

５）研修会・コア会議（アドバイザー・社協） 

開催日 内  容 

5月 12 日(月) 研修：インシデント事例検討について 

8月 8日(金) 研修：インシデント事例検討 

9月 12 日(金) 地域の協同力アセスメント ヒアリング 

10月 10日(金) 地域の協同力アセスメント ヒアリング 

12月 12日(金) 研修：インシデント事例検討 

1月 9日(金) 研修：インシデント事例検討 

2月 12 日(木) 令和 8年度の取組計画について 
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②生活支援体制整備事業（第２層（中学校圏域）の取組）〔財源：市委託〕 

生活支援コーディネーターが地域の実情にあわせ、住民主体の取組の活性化、地域全体で高齢

者等を支える体制づくりを地域の方とともに進めました。 

また、個別の課題から地域でも同じような課題を抱えている方が多いことを地域に働きかけ、

地域でできることなどを自治会単位で話し合いの場を設け、地域ニーズや地域資源の把握などに

取り組みました。 

 

１）生活支援コーディネーター 配置人員 3名（中学校圏域に 1名配置） 

 

２）関係機関 (高齢福祉課・地域包括支援センター等)との定例会への出席（3回） 

 

３）個別地域ケア会議への参加 （10回） 

事業対象者、要支援1～2の介護予防サービス・支援計画書、要介護1～2の居宅サービス計画

書に対して、自立に資したプランとなるよう、専門的な視点での助言・指導を行う会議におい

て、生活支援コーディネーターとして出席し、地域資源の情報提供等を行いました。 

 

 ４）圏域包括ケア会議・第 2層協議体合同会議 

    中学校圏域ごとに包括支援センターと共催で会議を開催しました。 

圏域 開催日 内容 

野洲中圏域 12月 19日(金) 「野洲中圏域ケア会議・第 2層協議体」 

参加者：民生委員 4名・ケアマネジャー5名・中主包括 1名

社会福祉課 1名・高齢福祉課 4名・社協 1名 

                       計 16名 

・見守り・支え合いネットワークの取組について 

・取組報告（手と手ー会） 

・グループワーク 

野洲北中圏域 5月 29日(木) 「みんまち＠野洲北中圏域～みんなでまちづくり」 

参加者：地域住民 6自治会より 8名 

    社会福祉課・市民生活相談課 3名 

地域包括支援センター・社協 4名  計 15名 

・これまでのみんまちの振返り  

・グループワーク 

ᵆ ᶍ ╓ᶊᶃᵣᶅ ᵷᶅᵣᶪᵲᶇᴲ ᶠᵾᵲᶇ b

8月 22日(金) 「みんまち＠野洲北中圏域～みんなでまちづくり」 

参加者：地域住民 6自治会より 11 名 

野洲北中学校教員・2年生 5名 

学校コーディネーター  1名 

社会福祉課・市民生活相談課 2名 

地域包括支援センター・社協 4名  計 23名 

・グループワーク「自分たちのまちについて考えよう」 

【中学生の声】 

  自分の意見を伝えることができ、他の地域のことも知る

ことができて参加してよかったと思う。 

  もっと大人と話してみたいと思った。 
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11月 17日（月） 「みんまち＠野洲北中圏域～みんなでまちづくり」 

参加者：地域住民 6自治会より 7名 

    事業所職員 4名 

    学校コーディネーター 1 名 

    社会福祉課・市民生活相談課 3名 

    地域包括支援センター・社協 5名   計 20名 

・実践報告「見守り・支え合いネットワークについて」 

ひだまり友遊クラブ（久野部東自治会） 

      「専門職とのつながり方」 

        特別養護老人ホーム ぎおうの里 

・グループワーク 

 「取組報告を受けて～自分の地域でできそうなこと」 

2月 25日(水) 「みんまち＠野洲北中圏域～みんなでまちづくり」卒業式 

参加者：地域住民 6自治会より 6名 

    事業所職員 2名 

    学校コーディネーター 1 名 

    市民生活相談課  1名 

    地域包括支援センター・社協 4名  計 14名 

 

参加者一人一人に卒業証書を授与し、卒業写真を撮

影後、1年間の「みんまち」を振り返りそれぞれから

感想や今後に向けてのお話をいただきました。 

 

中主中圏域 11月 7日(金) 「まちこん＠chu-zu 気付き合い、支え合うまちに 

           ～ちょっと気になるから始まる地域づくり～」 

参加者：民生委員、サロン・百歳体操代表者 13 名 

    社会福祉課・地域包括支援センター 2名 

    中主地域包括支援センター・社協 5名 

                      計 20名 

・データから見る自分たちの地域 

・グループワーク 

「認知症になっても安心して暮らせる地域にするために」 

2月 27日(金) 「まちこん＠chu-zu 気付き合い、支え合うまちに 

           ～ちょっと気になるから始まる地域づくり～」 

参加者：民生委員、サロン・百歳体操代表者 11 名 

    医師 1名 

    中主地域包括支援センター・社協 5名 

                      計 17名 

・前回の振り返り 

・グループワーク「社会の４つの窓」 

地域の課題を整理し、これからできることやあっ

たらよいことについて考えました。 
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 ③コミュニティスクールや地域学校協働活動への参画 

  学校と地域住民が力をあわせて学校の運営に取り組み、「地域とともにある学校づくり・学校

を核とした地域づくり」を目指すコミュニティスクールに参画し、学校との連携を深めました。 

 

１）学校運営協議会（定例会・打合せ含む）の参加   4校（18回） 

学校名  

中主中学校 7回 （5/7・6/3・8/5・9/2・12/2・2/3・3/3） 

中主小学校 5回 （5/2・6/2・10/9・11/20・1/15） 

篠原小学校 5回 （4/30・8/28・11/28・12/25・3/5） 

三上小学校 1回 （2/10） ★令和 8年度より委員として参加予定 

 

  ） ╓ ᶗᶍ  נּ

    ᶉ  

 6/13 ḉḭḋḜᴻ᷈ḧḭḓḎᶸ᷊ᴻ᷄ḳ ᵺ 

7/1  ḉḭḋḜᴻ᷈ḧḭḓḎᶸ᷊ᴻ᷄ḳ ֩᷄ḋ᷂ᴻᶄᵮᶩᴴḏᶹ᷊ᴻḛḁ ֪ 

7/14 ḉḭḋḜᴻ᷈ḧḭḓḎᶸ᷊ᴻ᷄ḳ֩ ᶗᶍ ᵣ ᶩ֪ 

12/16 ḉḭḋḜᴻ᷈ḧḭḓḎᶸ᷊ᴻ᷄ḳ֩ ᶗ ᶩ֪ 

óᵲᶫᶨᶍ ᶱ ᵶᶅᴲ ᵾᶀᶎ╗ ᶨᵶ ᶣ ╓ᶆ ᵶᵫᶀᶉ

ᶉᶈ ╓ᶊ ᶉ ·ᵫ ᵶᶅᵣᶪᵲᶇᶱ ᵶᴲᵼᶍ ·ᶊ ᵣᶱ ᵺᶉᵫ

ᶨᴲ ᵾᶀᵫᶆᵬᶪᵲᶇᶣᶃᶉᵫᶩᶄᵮᶩᶊᶃᵣᶅ ᵧᴲ ᶍ ᶗᶇ ᶒᶃ

ᵰᶪ ᵫᶞᶨᶫᶝᵶᵾᴳ 

 

ăḉḭḋḜᴻ᷈ḧḭḓḎᶸ᷊ᴻ᷄ḳÂ ╓ᶇ ᵫᶃᶉᵫᶩᴲḤḱḻḎᶸᶷ

ᶉᶈ ·ᶉ ᶱᶇᵩᵶᶅᶇᶡᶊ ╓ᶄᵮᶩᶱ ᶠᶅᵣᵮ 

 9/14 ᵩᵣᶆᶣᵸ ḝᶼ  ʊ

ó ᴴ᷅ḳᴻḟᶊᶧᶪ ·ᶉ ᷈ᴻḒᴻᶣ ᶉᶈᶍᶹḡḻḐᶊ נּ

ᵶᶝᵶᵾᴳ ᶱ ᶇᵶᵾ ᶈᶡᵪᶨ ᶝᶆ ╓ᶍᶃᶉᵫᶩᶱᶃᵮᶪ ᶇᶉ

ᶩᶝᵶᵾ G

Ⱨ  H

ᴴ  

12/21 ḉḭḋḜᴻḝᶼ ʊ

óḉḭḋḜᴻ᷈ḧḭḓḎᶸ᷊ᴻ᷄ḳᶊᶧᶪḘ᷾ᴻᶣ ᶍ ᴲ ᶍⱳ ᴲ

ᶡᶀᶃᵬ ᶉᶈᵫ ᵴᶫᵾᶹḡḻḐᶊ ᵶᶝᵶᵾᴳנּ ᶈᶡᵾᶀᶍᵾᶠᶊᶃᶉ

ᵫᶪᵲᶇᶱ ᶇᵶᶅᴲ ◖☺ ᶣ ᶣᵲᶈᶡ ᶉᶈᶍ

ᵫ ᵶᴲᶞᶲᶉᶆ ᵧ ᵣ ᵰ ᵥ ╓ᶄᵮᶩᶊᶃᶉᵫᶩᶝᵶᵾᴳ 

 5/8 ᵾᶅᶮᶩꜛ  

פּ 8/28 ᶞ ╓  ֩ᵲᶈᶡᶝᶲᶉᵪᵩᵶᶢᶘᶩ ֪ 

 1/8 ⱱ 

2/20 6  ᵈ ᶊ ᵬᶪ ᵾᶀᶍᵆ ᵇᶇᵆᵲᶫᵪᶨᵇᵉ  

ᴲ ╔ ᶇᶍ  

 8/22 ᶞᶲᶝᶀ֩ ╓ ᷆ᶷ 2H ֪ᶗᶍ   נּ

10/24・11/28 ᷅ḱḻḑᶍḌḇ ᶩᶱ ╓ᶍ ֩ ╓ ᷆ᶷ ֩ᶞ

ᶲᶝᶀ֪ נּ ֪ᶇ ᷊֩ḋ᷀ᴻ ᴴ ֪ᶇ ᶆ 

ó ᵣ ᴲ ᶈᶡ ᶇᶇᶡᶊ ╓ᶄᵮᶩᶱᵸᶪᵲᶇᶍ ᶊᶃᵣᶅᴲ ╓ᶍ

ᵫᵆ ᶍ ᶟ ╓ᶍᵲᶇᶱᶈᵥ ᶂᶅᵣᶪᵪᵇᴲᵆ ᶞ ᵰᵾᵣᶇ ᵧᶪ

╓ᶇᶎᶈᶲᶉ ╓ᵪᵇᶉᶈ ᶍ ᶱ ᵬᴲ≥ ᵫᶆᵬᶝᵶᵾᴳ 
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④地域福祉活動推進事業補助金〔財源：共同募金〕 

学区自治連合会が地域福祉活動の促進を目的として実施される事業に補助を行っており、今年

度はそれぞれの学区で下記の事業に活用されました。 

学区 補助額 主な活用事業内容 

野洲学区 50,000 円 10月 19日 第 19回コミセンやす秋まつり 

北野学区 40,000 円 グラウンドゴルフ大会（事前の除草、整地費用と運営費用） 

三上学区 50,000 円 悠紀まつり 

祇王学区 50,000 円 第 34回子育て報告会 

篠原学区 50,000 円 トレトレ＆文化祭 

中里学区 50,000 円 再発見の旅 

兵主学区 50,000 円 フラワー教室、茶道教室、けん玉教室、サマーコンサート、ひょう

ず収穫祭・発表会、ビーズアクセサリー教室、広報誌の発行 

計 340,000円  

 

 

（２）居場所づくり（地域の居場所づくりへの支援） 

 ①ひきこもり者・家族の居場所づくり〔財源：市委託、自主財源〕 

地域の関係者や住民と連携しながら居場所づくり、働く体験のメニューも取り入れた取組をす

すめました。社協が実施主体として活動を継続している居場所のほか、自主グループでの居場所

づくりに関する相談支援を行い、様々な居場所づくりを展開しました。   

 

【居場所づくり・活動状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ほっと♡time】      【まだ名前のない居場所】    【はーとくんカフェ】  

活動名 場 所 内容 開催数 延べ参加者数 

ほっと♡time Cozy room 

野洲のかたすみ 

ひきこもり者家族の会 

毎月第 3火曜 14：00～ 

12回 家族 58 

関係機関等 24 

はーとくんカフェ アルプラ野洲 主に高齢者を対象とした

サロン 

毎月第 2水曜 10：00～ 

12回 参加者 71 

関係機関等 26 

まだ名前のない 

居場所 

中北の家 ひきこもり当事者の居場

所、働く体験 

毎月第 1火曜 12：30～ 

12回 当事者 36 

家族 25 

関係機関等 37  

自主学習支援 北部合同庁舎 自主学習を希望する生徒

への支援ボランティアに

よる学習支援 

19回 当事者 22 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 30 
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③小地域ふれあいサロン支援事業〔財源：市補助、自主財源〕 

地域における高齢者の生きがいづくりや閉じこもり予防、地域の支えあい活動を促進することで、

地域の見守り活動支援体制を推進することを目的に、小地域ふれあいサロン事業の運営支援を行い

ました。また、地域で高齢者や子育て中の保護者が気軽に寄り合える居場所(サロン)の立ち上げに

ついて、立ち上げから実施までの相談･支援を行いました。 

 

④サロン交流会の開催〔財源：市委託、自主財源〕 

高齢者の生きがいづくり及び閉じこもり予防、ならびに地域の支えあい活動を促進することを目

的として各地域で開催されるサロン運営に対する支援の一環として、サロンプログラム事例の紹介

など、各サロンの情報交換などを通してお互いの悩みなどを共有し考える場としました。 
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ᵊ᷊ ḵḻ  ɛ

開催日 会 場 参加者 内容 

6月 24日(火) コミセンなかさと 26 名 

サロンプログラム事例・ボランティア紹介 

各サロン情報交換会（グループワーク形式） 

6月 27日(金) コミセンみかみ 13 名 

2月 13日(金) コミセンなかさと 15 名 

2月 16日(月) コミセンきたの 21 名 

 

【サロン交流会 アンケートより】 

・各自治会の状況が異なる中で、開催状況を知ることができて参考になった。 

・新しいボランティアの紹介もあり活用したい。 

・初めて参加した。普段他の地域の人と話す機会がないので参考になった。 

・だれでも参加できる型にはまったサロンではなく、気楽に過ごせるサロンを考えたい。 

・各地域の悩みや報告を聞いて参考になった。 

・参加者の自主性を引き出したい。 

・各サロンの情報を聞いて元気になった。 

・あまりハードルの高いのはなかった。 

・活動内容を聞いて視野が広がった。 

 

⑤サロン等備品貸出事業 

【備品貸出内訳】   計 4,824日(延べ貸出日数)   

備品名 貸出日数 備品名 貸出日数 

カロム 511日  スティックリング 31日  

輪投げ 227日  SDカラオケ 16日 

ハンドベル 23日  競馬で GO 4日  

釣りっこ 87日  点鳥ルーレット 39日  

魚魚（とと）合わせ 4日  的当て名人 26日  

ビンゴゲーム 88日  将棋 13日  

バッコンゲーム 37日  囲碁 12日  

唱歌かるた 61日  消しゴムハンコ 71日  

スローイングビンゴ 24日  DVD(口腔体操） 420日  

シャッフルボード 18日  DVD（できなくてあたりまえ体操） 410日  

ゲーゴールゲーム 47日  DVD(おにごぼ体操） 106日  

スマイルボーリング 79日  DVD(椅子体操） 1,270 日  

カーレット 98日  DVD(体操の時間ですよ） 377日  

ビーンボーリング 106日  DVD ウエルハピネス 0日 

ポケットボール 139日  DVD 綾小路きみまろ 8日  

ターゲットゲーム  226日  レクリエ・脳活ドリル・他本 216日  

ラダーゲッター 30日    

【主な貸出先】 

小地域ふれあいサロン、子ども会、老人会、自治会、学校、福祉団体、福祉施設等 
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⑥サロン活動補助金〔財源：市補助、自主財源〕 

主に高齢者を対象とした生きがいづくりや閉じこもり予防、地域の支えあい活動を促進するこ

とを目的とした“サロン・集いの場”の開催に対し、運営に要する経費の補助を行いました。 

 

 

 

 

サロン補助金交付団体（自治会名） 

野洲ふれあいサロン 上町おたがいさまサロン 

サロンなしま（野洲） おたがいさまサロン（江部） 

サロンこのざ（野洲） フレンドリー（江部） 

幸せサロン（四ツ家） にゃんこクラブ（江部） 

大畑サロン 中北げんきサロン 

大畑遊楽学クラブ わかば会（北） 

万葉台ふれあいサロン ふれあいサロン（北） 

万葉クラブ 上屋ふれあいサロン 

なごやかサロン（行畑） 新上屋ふれあいサロン 

小篠原ふれあいサロン 冨波甲ふれあいサロン 

さくらばさまなかよしサロン いき 100とば甲（冨波甲） 

おたがいさまサロン松の会（駅前） とばのカフェ（冨波野） 

シニアクラブ（駅前東） 野洲の里ふれあいサロンレインボー 

青葉台ふれあいサロン 見守りサロン（冨波乙） 

レックス・フェスタいきいきクラブ 成橋町おたがいさまサロン 

市三宅ふれあいサロン 東町西町おたがいさサロン 

シニアデー（駅前北） 街道町おたがいさまサロン 

栄しあわせクラブ 小堤ふれあいサロン 

久野部四方山会 入町ふれあいサロン 

ニコニコ会（久野部東） 長島ぬくみの会 

久野部東ひだまりの会 長島百歳体操クラブ 

竹生おたがいさまサロン ほほえみサロン（高木） 

冨波湖州平おたがいさまサロン なかよしサロン（高木） 

わくわくクラブ（富士美台） 小南ふれあいサロン 

野洲平おたがいさまサロン 友愛クラブ（小南） 

山出おたがいさまサロン おたがいさまサロン（篠原駅前） 

東林寺おたがいさまサロン 比江ふれあいサロン 

前田おたがいさまサロン おたがいさまサロン（北比江） 

小中小路おたがいさまサロン 木部いきいき会 

大中小路おたがいさまサロン 吉地ふれあいサロン 

すこやか広場（七間場） 野田お喋り会 

妙光寺なごみサロン 野田いきいき筋トレ九楽歩 

北桜ふれあいサロン 井戸端カフェ（野田） 

南櫻ふれあいサロン 五条ふれあいサロン 

百歳体操サロンひまわり（近江富士二区） 豆吉（安治） 

サロン笑楽（近江富士二区） 須原いきいき体操 

近江富士三区おたがいさまサロン 下堤ふれあいサロン 

＊おたがいさまサロン補助基準：1月あたりの平均参加者人数により補助金限度額を算定し、 

百歳体操や市の健康教室の受講により加算有 
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五区のふれあいサロン（近江富士五区） ふたば会（井口） 

フラワーハウス（近江富士五区） 六条清流クラブ 

6 区ふれあいサロン（近江富士六区） 吉川百歳体操クラブ 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ・ｾﾌﾞﾝﾜｰﾄﾞ（近江富士七区） 吉川健康体操教室 

計：82サロン／ 補助額合計 4,724,179円 

 

ӧ子育てサロン支援事業〔財源：共同募金〕 

子育て中(乳幼児・未就園児)の保護者を地域で支えるサロン活動を促進することを目的として子

育てサロン事業に対して運営に要する経費の補助を行いました。 

(補助基準：1回あたり 3,000 円、1サロン 12 回を上限として補助する。) 

自治会等 サロン名 補助数 

野洲学区自治連合会 わくわく親子ひろば  11回 

北野学区自治連合会 きたのっ子ひろば  10回 

サニークレスト野洲管理組合 パンダクラブ  12回 

三上学区自治連合会 さくらんぼクラブ  11回 

近江富士第六区自治会 6区ちびっこの会  4回 

祇王学区自治連合会 ぽかぽか広場  11回 

篠原学区自治連合会 篠っ子おやこひろば  10回 

中里・兵主学区自治連合会 ルンルンおやこひろば  10回 

下堤自治会 下堤子育てサロン  5回 

計：9サロン／補助対象開催数 84回開催／補助額合計 252,000円 

 

⑧子ども会育成事業〔財源：自主財源〕 

 次世代を担う児童を地域で健全に育成していくことを目的として、自治会等における子ども会の

活発な運営を支援するため、活動経費の一部に補助を行いました。 

    (＊補助基準：10,000 円＋150 円×児童数) 

自治会等 児童数 自治会等 児童数 自治会等 児童数 

野洲 49 七間場 26 大篠原 19 

四ツ家 80 妙光寺  8 小堤  8 

大畑 19 北桜  5 長島 11 

万葉台 17 南櫻 17 小南 33 

行畑(行合) 36 近江富士 1区 20 篠原駅前 73 

行畑(古里) 30 近江富士 2区 12 比江 46 

行畑(中畑) 65 近江富士 3区  7 小比江  4 

小篠原 172 近江富士 4区  3 北比江 12 

桜生 41 近江富士 5区 20 乙窪・錦の里 20 

駅前 54 近江富士 6区 11 吉地 62 

駅前東  6 近江富士 7区  6 西河原 152 

青葉台  9 上町 18 比留田 42 

レックス  6 下町  8 木部 16 

グランブルー  8 江部 58 虫生 17 

シャリエ野洲 23 中北  4 八夫 36 

市三宅 125 北 23 野田 33 

駅前北 37 上屋  2 五条 13 
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久野部 35 新上屋 24 安治 16 

久野部東 25 冨波甲 72 下堤  2 

竹生  8 冨波野 17 井口 22 

五之里 14 冨波松陽台 40 六条 26 

冨波湖州平 19 冨波乙 32 吉川 47 

ｱﾙﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ野洲  5 見星寺ｵﾚﾝｼﾞﾀｳﾝ 24 菖蒲  8 

三上 38 冨波東  76   

計  71自治会 ／ 補助額合計 1,035,800円 

  

֩ ֪ ᶩ  

ӡ ᶍḘḐḻ  

    高齢者や心身に障がいのある方等を対象に、急病や災害等の緊急時に救急隊員及びかけつけた

方へ持病やかかりつけの病院などの情報をより早く的確に知らせるため、必要な情報を保管する

容器やシートの配布を行いました。見守り・支え合いネットワーク推進のツールとしても命のバ

トンを活用していただきました。 

 

②歳末たすけあい配分事業 

歳末たすけあい運動の一環として、新たな年を迎える時期に支援を必要とする人たちが、地域で

安心して暮らすことができるよう、住民の参加や理解を得てさまざまな福祉活動を実施しました。 

事 業 内 容 配分額(円) 備 考 

福祉のまちづくり 

助成事業 
交流活動事業・施設整備等へ配分 504,000 18,000円×28施設・団体 

友愛訪問事業 

共同作業所に作成依頼したカレ

ンダーを民生委員・児童委員の協

力を得て、野洲市内のひとり暮ら

し高齢者等のお宅を友愛訪問し、

安否確認や見守りを兼ねて行う

事業へ配分 

671,550 
カレンダー作成部数 

 1,650部 

要保護世帯等支援事業 
野洲市内の要保護世帯を対象に

支援する事業へ配分 
1,456,000 

8,000円×148世帯 

1,000円×272名 

配分額合計 2,631,550円 

 

（４）防災・減災にむけた平常時からの取組〔財源：市補助、自主財源〕 

①災害ボランティアセンターの設置に向けた取組 

災害ボランティアセンター設置訓練・研修会の実施 

開催日 研 修 内 容 

9月 7日(日) 愛荘町災害ボランティアセンター設置･運営訓練への参加 

2月１日(日) 災害ボランティアセンター設置運営訓練(野洲市総合防災訓練にて) 
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（５）広報･啓発事業 

①広報誌「社協やす」の発行〔財源：市補助、自主財源、共同募金〕 

地域福祉活動への関心と理解を深めるため、広報誌「社協やす」を発行し、本会の活動や市内

で活動しているボランティア団体･小地域福祉活動について広く市民に情報発信を行いました。 

発 行 日 
奇数月の各 15日(年 6回発行) 

新聞折込・各関係機関等への配布 

特集記事と 

主な掲載内容 

5 月 ◎ご存知ですか? 地域の身近な相談相手「民生委員・児童委員」 

令和 7年度事業計画・予算 

ボランティア紹介 

レイカディア大学受講生だより  

7 月 ◎野洲市社会福祉協議会 20年のあゆみ 

    ◎YaSchool おにぎりボランティアの紹介 

  レイカディア大学受講生だより・授業料補助事業案内 

   はーとくんインタビュー（子ども議会実行委員会） 

 9 月 ◎防災月間～地域で支え合う「ふだん」が防災につながる 

令和 6年度事業・決算報告 

赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい募金配分事業案内 

2025地域でボランティア応援講座のご案内 

はーとくんインタビュー（社会福祉法人 野洲慈恵会） 

 11 月 ◎学童保育所ってどんなところ？ 

令和 7年度野洲市社協会費お礼 

     社会福祉大会のご案内 

     はーとくんインタビュー（学童保育所のこども達と街頭啓発） 

 1 月 ◎ひきこもり支援～当事者・家族・支援者が寄り添う物語 

   レイカディア大学受講生だより 

   親子いちご狩り体験 母子・父子家庭ふれあい事業ご案内 

   はーとくんインタビュー（地域福祉権利擁護事業） 

 3 月 ◎障がい福祉の人材育成・人材確保・つながりづくり 

社会福祉大会報告 

     ボランティア保険加入案内 

       赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい募金配分事業報告 

    はーとくんインタビュー（社会福祉法人 びわこ学園） 

 

 

②ＳＮＳや冊子等を活用した啓発〔財源：自主財源〕 

・ホームページ           

・Facebook 

・インスタグラム 

・公式 LINE 

・地域活動応援ガイド「はじめの一歩」の発行 

 

 

 

     ホームページ   Facebook    Instagram    公式 LINE 
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③社会福祉大会の開催〔財源：自主財源〕 

   福祉功労者・団体の表彰や記念講演を通して、市民の福祉に対する認識を高めるとともに、実

践と連携の輪を深め合うことを目的として開催しました。 

開 催 日 令和 8年 1月 25日(日) 

開 催 場 所 コミュニティセンターきたの 

参 加 者 138 名 

表 彰 者 ◇野洲市社会福祉協議会会長表彰 19 名・1団体 

◇野洲市社会福祉協議会会長感謝 2団体 

◇滋賀県共同募金会感謝状(伝達) 4団体 

(表彰選考委員会) 令和 7 年 12月 18日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 演 会 『障がいのある人もない人も共に働くために』 

     講師：特定非営利活動法人 滋賀県社会就労事業振興センター 

理事長 城 貴志 氏 

障がいのあるなしに関わらず、多様な人々が働きやすい環境づくりが、

すべての人にとっての働きやすさにつながることをわかりやすくお話しく

ださいました。 

 

④視覚障がい者への情報提供 

視覚障がいのある方に対し、各種広報・チラシ等の情報が伝わるようにするため、ボランティ

アの協力を得て音訳・点訳したものを作成し、毎月１日に提供しました。 

また配布ボランティアの協力を得て、対象者宅に届けることで、情報提供だけでなく日常の見

守りにもつながりました。 

 

１）野洲市視覚障がい者のための広報等音訳事業〔財源：市委託〕 

    行政等が発行する啓発・広報誌等を音訳し､視覚障がいのある方への情報提供を行いました。 

区 分 令和 7年度 令和 6年度 

実 施 回 数 12回(毎月 1 日配布) 12回(毎月 1日配布) 

実利用者数 8人 8人 

＊事業協力ボランティア：野洲音訳グループさえずり 

   ＊音訳内容：広報やす、議会だより 他 

 

２）その他の情報提供〔財源：共同募金、自主財源〕 

 社協が発行する広報誌の音訳と行政等が発行する情報を点訳し､視覚障がいのある方への情報

提供を行いました。 

＊点訳・音訳内容 ：社協やす、広報やす、議会だより 他 

＊点訳依頼先：滋賀県立視覚障害者センター 

＊音訳ボランティア：野洲音訳グループさえずり 

＊配布ボランティア：個人ボランティア 
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２．地域の中の生きがい（役割）づくり 

（１）ボランティア活動の推進〔財源：市補助、自主財源〕 

   ボランティアをしたいという方や、ボランティアグループに対し、ニーズにあったマッチング

を行うとともに、安心して活動していただくために、ボランティア活動保険への加入案内や活動

の相談･支援を行いました。 

①ボランティア相談受付   

ボランティア相談受付対応数 547 件 

ボランティアコーディネート数 団体 140個人 24 

 

②レイカディア大学支援補助金交付事業〔財源：市委託〕 

   地域活動やボランティア活動に従事する人材の育成を推進することを目的に、滋賀県レイカデ

ィア大学の授業料の一部を補助しました。 

   滋賀県レイカディア大学に在学する 2 年間と卒業後の 3 年間において、野洲市社会福祉協議会

と連携し、地域の話し合いへの参加や、市内の地域活動やボランティア活動に参加できるよう支

援しました。 

 ᵊ ᴴ ᶍ ᵋ 

 

֩  ֪
  ᶉ  

45 期生(6名) 

 

 

令和 5年 10月～

令和 10年 9月 

 

 

1回 

(8/8) 

Ḵᶹ᷀  

 

ꞌⱱ  

֩ ᶣᵸ֪ᶗᶍ  

2024ḤḱḻḎᶸᶷ 2  

óḗḻḑḡḳᶍ  

ḤḱḻḎᶸᶷ ᶱ ᵴᶫᵾ2 ᶱ

ᶊᶔᶫᵡᵣ᷊ ḵḻᶆḗḻḑḡḳᶱ

ᵧᶅᶚᵶᵣᶇᵣᵥ ᶊ ꞌᵴᶫᶝᵶᵾᴳ 

46 期生 (6名) 

(内 1名途中辞退) 

令和 6年 10月 

～令和 11年 9月 

3回 

(6/5･11/28 

･2/13) 

ᵬᵾᶍᶂᵲ  

ᶞ ᵪᵺḤḱḻḎᶸ ʊ

║ע ᴴ ᶍ ᶍ ᶱ ᶪ  

ᵆ  b

ꞌⱱ  

2025ḤḱḻḎᶸᶷ 2  

֩ ḤḱḻḎᶸᶷᶝᵾᶌᶍ  ֪נּ

ⱱ֩ᵬᵾᶍᶂᵲ ᶗ֪ 

֩ ᶣᵸ֪ᶗᶍ  

47 期生 (5名) 

 

令和 7年 10月 

～令和 12年 9月 

 

2回 

(2/17･24) 

Ḵᶹ᷀  

ḲḝᶾᴻḨ  

ᵶᶞᶲᶔᵮᵶ ╔ᶍּק ᷊ḥᴻḐ 
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③ボランティア登録・保険の受付〔財源：自主財源〕 

保険に加入いただくことで、安心してボランティア活動や行事を行っていただくことができる

よう保険加入の案内・受付を行いました。 

・ボランティア登録数／グループ 74・個人 15   

・保険加入数／グループ 68・個人 15   

保険種類(保険料) 令和 7年度  令和 6年度  

ボランティア活動保険 基本プラン(350円) 918名 1,021名 

天災・地震補償プラン

(500円) 

   46名 52 名 

ボランティア行事用保険(最低保険料 560円) 208 行事  197 行事 

福祉サービス総合補償 6グループ 7グループ 

送迎サービス補償 1グループ 1グループ 

 

④ボランティア連絡協議会支援〔財源：自主財源、共同募金〕 

ボランティアの連携や会員相互の親睦を図ることによりボランティア活動を広げるとともに、 

会員の資質向上を目指すことを目的としているボランティア連絡協議会の活動支援を行いま 

した。 

１）会員交流会（6月 4日 中主防災コミュニティセンター） 

    社協貸出備品を活用したゲーム大会と、各グループの紹介をクイズ形式で開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）活動発表会（12 月 17 日 コミュニティセンターひょうず） 

  ᷊ᴻ᷄ḳᶞᶂᵮᵸᶈᴻᶉᶃ ½ ⌠ Ḵ᷄Ḉḻḁ ½ ḱḁᴴḝḵᴻḴḁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）研修会（2月 18 日 「心の病気を理解しよう」・コミュニティセンターひょうず） 
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⑤ボランティア活動補助金〔財源：共同募金〕 

ボランティア活動の活性化を図るため、グループ活動費の補助を行いました。 

グループ名 補助額 グループ名 補助額 

要約筆記サークルチェリー 14,200 円 日本車椅子レクダンス協会 12,100円 

手話サークルともしび 19,800 円 Ｇ・フォー 11,750円 

野洲音訳グループさえずり 13,500 円 ポピンズ 16,300円 

ラス・フローレス 12,100 円   

        計 7グループ   補助額合計 99,750円 

 

⑥学習支援事業〔財源：自主財源〕 

１）やすクールへのボランティア派遣 

    午後 6 時から実施される学習前に軽食(おにぎり)を提供するため、おにぎりボランティアと

して協力していただくボランティアを募りました。 

実施日時 
毎週水曜 午後 4 時～  

(8月第 2週目お盆休み、12月第 4週は年末休止、2/11祝休止) 

登録数 おにぎりボランティア 13名 (毎回 3名～5名ずつの当番制) 

 

２）おにぎりボランティアと生徒交流会 

開催日 内 容 参 加 

4月 16日(水) 開校式 18:30～ おにぎりボランティア 4名（式典 3名） 

12月 24日(水) クリスマス会 17:00～ おにぎりボランティア 9名 

3月 11日(水) 修了式（軽食提供）18:30～ おにぎりボランティア 9名 

 

３）おにぎりボランティア連絡会議 

開催日 会場 参 加 

6月 11日(水) コミセンやす おにぎりボランティア 6名 

市民生活相談課 2 名 社協 2名 

2月 25日(水) コミセンやす おにぎりボランティア 9名 

市民生活相談課 1 名 社協 1名 
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⑦地域でボランティア応援講座の開催 

野洲市ボランティアセンターには傾聴ボランティアの登録がなく、傾聴ボランティアのニーズ

に対応できるグループの立ち上げを目的に、体験講座を含め全 4回実施しました。（定員 20名） 

開催日・会場 テーマ 参加数 

10月 2 日(木) 10:00～12:00 

野洲市健康福祉センター 

第 1回講座 

傾聴ってどんなことをするの？ 

講師：扇田宗親 氏 

27名 

10月 23日(木) 10:10～12:10 

野洲市健康福祉センター 

第 2回講座 

認知症の理解 

（認知症サポーター養成講座）」 

野洲市地域包括支援センター 

25名 

10月 30日(木)ぎおうの里  

10月 31日(金)悠紀の里   

11月 4日(火)ぎおうの里  

11月 5日(水)あやめの里   

11月 12日(水)あやめの里  

時間は全て 14:00～15:00 

第 3回講座 

「介護施設で傾聴ボランティア 

体験してみよう」 

協力：野洲慈恵会 

各会場 

ᶑᶇ 1ɭ  נּ

26名 

11月 20日(木)10:00～12:00 

コミセンしのはら 

第 4回講座 

「傾聴ボランティア体験振り返り」 

講師：扇田宗親 氏 

25名 

 

 

＊講座に参加した 27 名のうち 10 名がグループ活動に賛同し、傾聴ボランティアグループ「また

ねの会」が発足しました。今後の活動に向けて定例会を 2回（1/22・2/26）開催しました。 

 

 

⑧野洲市 市民協働室との連携 

  市民活動団体・野洲市ボランティアセンター登録団体等に関する主な事業および情報交換を目

的とした連携会議を開催しました。 

開催日 会場 参加 

7月 11日(金) 北部合同庁舎 会議室 市民協働室 1名  社協 1名 

10月 9日(木) 野洲図書館 会議室 市民協働室 1名  社協 1名 

1月 15日(木) 北部合同庁舎 会議室 市民協働室 1名  社協 1名 

3月 24日(火) 北部合同庁舎 会議室 市民協働室 1名  社協 2名 
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ө ╔ ᶍ ᶇ ᶍ ⱱᵀ ֹ ᴲ ᵁ 

１）やすのみらい🌱 タネまき隊 

    福祉学習を学校と地域が連携できるような取り組みを目指し、プロジェクトチームを発足 

  アドバイザーに新崎先生（ふくしと教育の実践研究所 SOLA 主宰）を迎え、ふだんのくらし

のしあわせについて学ぶための企画会議を開催しました。 

開催日 内 容 参加 

12月 12日(金) ふだんのくらしのしあわせについて みんなの想い 8名 

1月 7日(水) プロジェクト名決定  

プロジェクトでやりたいこと（ブレーンストーミング） 

福祉推進校交付説明会＆学習会開催を企画 

8名 

2月 20日(金) コミニュティスクール交流会にて福祉推進校事業交付説明

会＆学習会開催アナウンス 

3名 

3月 9日(月) 自分の仕事×福祉教育（課題発表） 7名 

3月 11日(水) 野洲高校 進路学習「地元事業所から学ぶ」への参加 

 

※野洲高校より生徒の進路選択指導の一環として、市内の

事業所からの説明、質問、懇談をする進路学習への参加協

力をうけ、やすのみらい🌱 タネまき隊 3名で参加をしまし

た。 

当日は市内 21の企業、事業所等が参加し、事業所の各ブー

スを生徒がグループごとに回り 

仕事の魅力ややりがいなどの質問を受け、仕事内容の説明

などをする機会となりました。 

 

3名 

 

２）福 ⱱ 

ᶍ ᴴ ᶒ ᶱ ᶇᵶᶅ ᵶᴲḤḱḻḎᶸᶷ ᶱ ᵷᶅ ᶉ

ᶍ ᶇ ᶱ ᶠᴲ ᴴ ᶍ ᶱ ᵥᶇᶇᶡᶊᴲ ᴴ ᶱ ᵷᶅּק ᵩᶧᶒ ╓

ᶗᶍḤḱḻḎᶸᶷ ᶍ ᶱ ᶪ ᶱ ᴴ ⱱᵶᶝᵶᵾᴳ 

 

ᵊ ᶍ  ɛ

学校名 助成額 主な活用事業内容 

野洲小学校 20,000 円 ・（3年）高齢者福祉体験、ゴールボール体験 

・（全学年）ベルマーク集め、手をつなぐ子らの鉛筆等販売 

・（１年）地域の方と昔遊び 

北野小学校 20,000 円 総合学習時間での活動 

・（4 年）視覚障害、肢体不自由、認知症などについて調べたり、

話を聞いたりして様々な人が暮らしやすい社会について考え、ま

とめた。アイマスク体験・白杖体験 

・（特別支援学級）児童がえんぴつ屋さんを開き仕事体験した 

・（全学年）きたのっ子フェスタで異年齢の児童と交流することで

思いやりや奉仕の精神を育成した 

赤い羽根共同募金活動 

・（その他）支援学級を除く、全学級に対して、担任と特別支援学

級の担任が支援学級にいる児童についての説明を行う。 
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三上小学校 20,000 円 ・（３年・特別支援学級） 

オレンジガーデンプロジェクトに参加 

三上小学校前庭花壇にオレンジのマリーゴールドを植えて、オ

レンジ色いっぱいの花壇にし、看板も立てて児童・保護者・地域

に啓発した。 

目の不自由な人の講話 9/30・ボッチャ体験 10/9 

車いす体験・講話 10/9 

認知症サポーター講座（参観にした）10/24 

・（全校）学校行事「左義長体験」地域学校協働活動 

R8.1.8全校児童参加 

学校運営協議会・みかみっこ未来団・三上学区自治連合会 

JA・三上小学校 PTA 

祇王小学校 20,000 円 ・（3年）人にやさしい町づくりの学習 

アイマスク、イヤーマフ、車いすを使った体験活動を通して体に

不自由があることを実感し、自分たちにできることを考え発表

した 

・（1年）「むかしからつたわるあそびをたのしもう」の学習 

で地域の方を招待して自分たちが準備した遊び道具を用いて交

流を行った 

篠原小学校 20,000 円 ・（全校）人権のつどい、篠っ子集会の取組を通して私たちの周り

には様々な人がいることに気づいた。互いに認め合い、幸せに暮

らすためにはどうすればよいか啓発活動を行った 

・（5年）5月～10 月地域の方と篠原糯の田植え、稲刈り体験 

・（2、4、6年）6月～11月地域の方の指導による篠原焼体験 

・（2年）6月町探検 駐在所・農園・地域めぐり 

・（4年）12 月 野洲養護学級との交流 

・（なかよし学級）12月児童作品カレンダー各学級に配布・交流 

・（3年）2月盲導犬ユーザーについて学ぶ・講師・盲導犬の招聘 

・（1年）2月地域の方と昔遊び体験 

・（委員会）12月・2月赤い羽根共同募金・ユニセフ募金 

オレンジガーデンプロジェクト 

中主小学校 20,000 円 ・（3年生）総合学習：「人にやさしい町づくり」アイマスク・車い

す体験を行い、体の不自由な人への共感的な理解や日常での関

りを学んだ。 

認知症についての理解や日常でのかかわり等を学び認知症サポ

ーターとしてオレンジコスモスを育てた。 

・人権集会 

代表児童による人権作品（詩・標語・作文）の紹介 

各クラスの良いところの発表 

・パラスポーツクラブの活動 

パラスポーツについて調べ、モルックやボッチャの体験 

・赤い羽根共同募金活動 

ふれあい委員会を中心に各クラスに募金を募り福祉事業の理解

と協力を求めた。 
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野洲中学校 20,000 円 ・未来学級（特別支援学級）知的障害学級において、毎年村田製作

所と連携してひまわりプロジェクトの取組を行っている。村田製

作所より、福島県から送られてきたひまわりの種をいただき、校

区内にある「さくらばさまこども園」とも交流し、校内とこども園

でひまわりを育てた。ひまわりの播種、そして種の収穫を園児と

ともに行い、収穫した種を村田製作所に届ける活動を行った。 

ひまわりを育て、園児との交流する活動を通して、生徒の自己有

用感を高めることができた。また、公共交通機関の利用方法や利

用中のマナーの習得にもつながった。さらには地元企業のボラン

ティア活動の参画など、自分たちの活動が社会貢献につながって

いることを実感する取組となった。 

・毎年、本校の美術部では、体育祭にスローガンの横断幕を作成し

ている。壮大な横断幕に地域の方から要望があり、数年前から三

上悠紀まつりが行われるコミュニティセンターみかみのエントラ

ンスに展示する取組を継続している。様々な地域の方の書道やお

花の作品に彩りを添えると大変好評をいただいている。今年は昨

年同様の大きさの横断幕を美術部員で完成させて制作展示を行

い、さらなる好評をいただくとともに多くの生徒が三上悠紀まつ

りに参加をして地域とのふれあいの場をもつことができた。 

野洲北中学校 20,000 円 （1年）福祉・障がいを学ぶ。福祉体験活動 

（2年）職場体験学習 地域・事業所のお世話になった方々にお手

紙を書く 

（全学年）古切手・ベルマークあつめ 

（ボランティア・情報図書委員）幼稚園・こども園に出向き、園児

に絵本を読み聞かせ活動を行った。 

中主中学校 20,000 円 ・チュッピーコミュニティサークルの生徒と地域との協働活動 

 地域の方へ向けて暑中見舞い、年賀状の作成 

 チュッピーフェア、中主フェアへのバザー出展 

 あいさつ運動の実施 

 9校 ／ 補助額合計 180,000円 

 

⑩寄付金品の受入れ・運用 

市民の善意の預託(金員・物品)を受け、地域福祉の促進のために、本会の事業や福祉施設、生

活困窮者等へ配分し、効果的に活用させていただきました。 

預 託 

預 託 先 団体 個人 企業 その他 計 

金員預託  24 7 4 0 35件(2,364,338円) 

物品預託 30 74 7 0 

111 件(米、野菜、レトルト食

品、缶詰等食料、日用品、介

護用品等) 

払 出 

金 員 こども食堂・福祉団体（預託） 

物 品 

 

こども食堂、生活困窮者、生活困窮者等支援機関、福祉施設 

件数 個人 220件 団体 63 件 

＊関係機関と連携して支援を必要とする家庭に届けることができました。今後も多くの方々に

善意の預託について知っていただき、預託をいただけるよう地域の方とのつながりを強化して

いきます。 
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（２）社会福祉関係団体との協働活動の推進 

①福祉団体の育成を図るための支援〔財源：市補助、県社協補助、自主財源、共同募金〕 

 

１）民生委員児童委員協議会 

民生委員法第 24条に定める住民の福祉の増進を図る職務の遂行と、円滑な運営を図ることを

目的とする民生委員児童委員協議会の事務局として活動支援を行いました。 

【主な活動支援】 

・総会   4 月 25日(金)、12月 1日(月) 

・役員会 12回(毎月第 1 月曜日) 

・会長会 9回 

・各学区定例会 12回×6学区 

・各部会活動 高齢福祉部会・障がい福祉部会・児童福祉部会・地域活動部会 

・主任児童委員定例会 12回(毎月第 3月曜日)  

・子育てサロンの開催  各学区 10～11 回 

・子育て家庭訪問   実人数 345 人 

・広報委員会 3 回 広報誌「民生委員・児童委員だより」3月発行 

・湖南地域 4市会長等交流会 7月 24日(木) 当番市：野洲 

・湖南地域 4市主任児童委員交流会 8月 29日(金) 当番市：野洲 

・人権研修 4月 25日(金)  

・子育て家庭訪問事業研修（野洲・北野・三上・祇王・篠原）12月 13日(土)  

            （中主） 12月 20日(土) 

・やすまる広場参加 6月 1日(日) 

・活動強化週間アルプラザ野洲 5月 16日(金)～5月 21日(水) 

・市長との懇談会 3月 16日(月) 

・びわ湖一周オレンジリボンたすきリレー 11月 1日(土) 

 

 

 

 

 

２）赤十字奉仕団 

  日本赤十字社滋賀県支部野洲市地区事務局として赤十字事業推進のため、奉仕団への活動支

援を行いました。今後、地域ボランティア団体としての役割を広げることを目的に自治会や教

育機関、地域活動団体と共同活動ができるよう支援します。 

【主な活動支援】 

  ・赤十字奉仕団野洲地区委員会 年 13回 

    ・赤十字奉仕団結成 70周年記念大会 12月 7日（日） 

 

３）介護者家族の会 

在宅介護されている家族の会への活動支援を行いました。 

今後の活動支援として、より一層会の周知を図り、野洲市内の介護者家族への支援を行います。 

【主な活動支援】 

 ・介護者家族の会懇談会 12回（原則毎月第 3水曜日） 

  ・懇談会案内 広報誌「社協やす」 年 6回 

 

 



24 

 

４）野洲市障がい者関係団体連絡協議会 

市内に事業所を有する障がい者関係団体が相互の連携を図り、障がい者福祉の向上とその発

展に寄与することを目的としている団体の活動支援を行いました。 

【主な活動支援】 

 ・役員会 8回   

・障がい者スポーツ大会 5月 24日（土） 

・ヤスフクフェス    11月 8日（土） 

・福祉を進める研修会  11月 8日（土） 

  

②福祉団体育成事業 〔財源：市補助金、自主財源、共同募金、善銀〕 

市内の福祉団体の活動や事業に対する補助・支援を行いました。 

１）活動助成  計 7団体 ／ 補助額合計 310,000 円 

   ・野洲市介護者家族の会   ・野洲市民生委員児童委員協議会 

  ・野洲市老人クラブ連合会  ・たんぽぽの会(野洲市精神障がい者患者家族会) 

・野洲市ことばを育む会   ・野洲市ボランティア連絡協議会 

・野の花会 

 

２）事業助成   計 3団体 ／ 補助額合計 340,564 円 

・中主赤十字奉仕団（一人暮らし高齢者のつどい事業） 

・野洲赤十字奉仕団（      〃       ） 

・野洲市障がい者関係団体連絡協議会（障がい者スポーツ大会・福祉交流事業） 

 

③遺族援護事業〔財源：市補助〕 

災害殉職者追悼法要の挙行と戦没者等の慰霊事業等事業助成を行いました。 

・法要 「昭和 28年災害殉職者追悼法要」  9月 26 日(金) 野洲川記念公園 

・忠魂碑等維持管理 
 

④母子・父子家庭ふれあい事業 〔財源：市委託〕 

１）親子ふれあいバス遠足 10月 26 日（日） 場所：ブルーメの丘 参加者数：24名 

２）親子いちご狩り体験 3月 1日（日） 場所：いちご園フェリーチェ 参加者数：39名 
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Ⅱ．地域生活を支える仕組みづくり ～安心して相談できる体制～ 

住み慣れた地域で安心していきいきと暮らし続けるためには、支援が必要なときに、必要な支援を

速やかに受けられることが大切です。そのためには、市民のニーズをできるだけ早く把握するととも

に、気軽に相談できる環境づくりが求められます。 

社会福祉協議会では、関係機関と連携しながら、身近な相談から専門的な相談まで幅広く対応でき

る体制づくりを進めてきました。また、ニーズに応じた情報提供を行い、支援を必要とする方が適切

にサービスを利用できるよう取り組みました。 

 

１．断らない相談支援体制づくり 

（１）総合相談事業の実施〔財源：市補助、自主財源〕 

  日常生活のあらゆる相談に応じるため、常設の相談窓口を設置し、電話や対面での相談に対応し

ました。必要に応じて関係機関やボランティア活動等の福祉活動とも連携しながら支援しました。 

区 分 件数 区 分 件数 

家計・食糧支援に関すること 325 子育てに関すること   7 

地域の見守りに関すること  39 健康・医療に関すること  35 

家族・近隣に関すること 25 生きづらさに関すること  14 

ひきこもり支援に関すること   1 その他 246 

計 692件 

 

 【主な相談内容】 

相談内容の 47％は家計・食料支援に関することでした。家計・食料支援の相談者の内訳は一般市

民からの直接相談が 68％でした。家計・食料支援に関する相談以外にもさまざまな相談に対応し

ました。 

・通院のためのタクシー代や介護用ベッドについて問合せ 

・おのりやすの時刻を調べるが出てこないので教えてほしい 

・施設に入所しているおばの入所費用の一部をいとこと 2人で負担しているがしんどい… 

・話がしたい、話を聞いてほしい 

・高齢だが今後何かあった時に住まいの片づけをどうしたらいいか… 

・高齢の家族が骨折したがまた歩けるようになるだろうか等 

 

（２）重層的支援体制整備事業〔財源：市委託〕 

①参加支援事業〔財源：市委託〕 

既存制度では対応が難しい本人や世帯のニーズに対し、状況や課題を丁寧に把握し、本人の意

向に寄り添いながら社会参加や居場所づくりなど社会とつながる支援を行いました。 

対象者数 12 名 

支援実施回数 93 回 

プラン件数（自立支援機関共通）   0件 

終結件数   0件 

 

１）湖南 4 市事業所との連携会議（4/14・7/7・11/10・2/2） 

草津市・栗東市・守山市・野洲市の参加支援事業所とアウトリーチ事業所で情報交換会を昨

年度に引き続き開催しました。各事業所の取組や課題および各市の社会資源の情報共有を行い

ました。 
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２）参加支援事業ネットワーク会議（5/22・9/4・3/5） 

事業所からの「事業所を働く体験や支援の場として活用できないか。」との提案を受け、作業

所体験を参加支援のメニューとして連携することになり、定期的に情報交換の場をもちました。

事業所の作業を体験したことがきっかけとなり、作業所の正式利用につながったケースがあり

ました。今後も会議を継続し、事業所と連携しながら様々な社会資源を活用し幅広い参加支援

につなげていきます。 

 

②アウトリーチ等を通じた継続的支援事業〔財源：市委託〕 

各種会議や関係機関とのネットワークに参加することで潜在的な相談者を見付け、その相談者

の困りごとを把握し、支援を必要とされている方に必要な支援がつながるよう働きかけました。 

また、関係者や地域の方が把握されている情報や新たに発見された情報がスムーズに社協・市

役所に届けてもらえるよう、社協の広報やチラシ等を活用して、各種会議等参加時にアウトリー

チ等を通じた継続的支援事業の紹介や啓発に取り組みました。 

対象者数  31 名 

支援回数 213 回 

資質向上・情報交換等  11 回 

早期把握、ニーズの掘り起こしのための取組  21 回 

 

【主な取組】  

・定期的に自宅に訪問し安否確認や面談ができる方についてはお話を伺い状況を確認しました。 

・本人との面談をきっかけに、地域とのつながり、社会参加の場に同行訪問しました。 

 ・困りごとを把握し、必要な支援につながるよう寄り添いながら支援を行いました。 

【事業効果】 

長期にわたりひきこもりの状態にあるなど、複雑化・複合化した支援ニーズを抱えながらも必

要な支援が届いていない人や、支援につながることに拒否的な人に支援を届けるためその家族、

関係機関と連携しながら本人へ情報提供を行い、その人らしい暮らしが出来るよう関わりを継続

しています。 

また、相談者の多くはつながりを形成すること自体が困難であることを踏まえ、本人と関わる

ための信頼関係の構築や、つながりの形成に向けた支援を行うことで変化が見られました。 

社協だけでの関わりでは解決にいたらないが、個別ケースの支援目標を持ってそれぞれの機関

が役割を果たすことで変化が見られました。 

 

③ひきこもり一斉電話相談への参画 

   ひきこもり状態にある当事者やご家族が相談できる窓口を選べ、ひとりでも多くの方が相談を

していただけるきっかけとなるよう県内 14団体が協働して一斉電話相談を実施しました。 

自治会回覧、社協やす、にて周知することで 3件が相談につながりました。 

開催日 実施状況 

9月 11日(木)～12日(金) 野洲市 1件（県内相談総数 10件） 

2月 12日(木)～13日(金) 野洲市 2件（県内相談総数 14件） 
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④ひきこもり支援を考えるフォーラムの開催 

ひきこもりに対する正しい理解を深め、身近な地域で当事者等を早期に把握し、適切な支援につ

なげる方法等を学ぶことを目的に開催しました。 

開催日 2月 8日(日) 13:30～15:30 

講 演  

 

 

 

   

主 催 湖南地域ひきこもり者支援フォーラム実行委員会 

（草津市社会福祉協議会・守山市社会福祉協議会・栗東市社会福祉協議会 

・野洲市社会福祉協議会・滋賀県社会福祉協議会） 

会 場 栗東芸術文化会館さきら中ホール 

参加者 76名  

 

⑤死後事務等に関する取組 

＊モデルケース 3 ケースの内、死後事務委任契約を締結した 1 ケースについては、今年度に預託

金を預かることができ、社会福祉協議会で管理をしています。残りのケースについては訪問や面

談を通して状況確認を行いながら、死後事務に関する意向確認を続けてきましたが契約には至

りませんでした。 

＊死後事務を行うなかで葬儀会社や家財処分を行う業者の選定は重要であり、今年度は新規開拓

として様々なプランを用意されている葬儀会社と、新たに遺品整理等を始めた産業廃棄物関係の

業者と繋がることができました。 

＊国は身寄りのない高齢者等への対応について新たな事業を考えており、その新たな事業では死

後事務の支援および入院・入所等の手続支援の少なくともどちらか一方を行うことになっている

ことから、国が身寄りのない高齢者等への対応を考えるに至った背景や、新たな事業の概要を社

協全体で理解することを目的に勉強会を開催しました。 

 

3月 13日(金) 新たな事業に向けての勉強会 

・「身寄りのない高齢者等への対応について」 

              （伝達者） 相談支援課 

・「入院・入所等の手続支援と死後事務支援について」 

       （講師） 三久保司法書士事務所 三久保佳辰 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「死後事務」について･･･ 

亡くなった後の事務的な手続きである。死後の手続きとしては、①役所、関係機関への届け、②葬儀・埋

葬手続き、③債務の返済、④遺品整理、住まいの処分、⑤各種サービスの解約、等がある。これらは遺言

で依頼できる内容ではなく、死後の手続きを行うには、死後事務委任契約を作成するなどの方法がある。 

「ひきこもりの経験から、 

感じたこと、考えたこと」 

 

講師：岡本圭太 氏 

   （ひきこもり経験者 

    社会福祉士、精神保健福祉士） 
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２．必要な福祉サービスを届ける仕組みづくり 

(１)地域福祉権利擁護事業〔財源：市補助、県社協補助〕 

認知症高齢者、知的障がい・精神障がいのある方で判断能力が不十分な方を対象に、福祉サー

ビスの利用手続きや利用料の支払い、日常的な金銭管理等の援助を行いました。 

①活動状況 

 
認知症高齢者等 知的障がい者等 精神障がい者等 その他 合計 

R7 R6 R7 R6 R7 R6 R7 R6 R7 R6 

初回相談件数 

(問い合わせ含む) 
15 20 13 4 5 12 7 6 40 42 

相談援助件数 1,637 1,860 717 595 4,147 3,787 574 280 7,075 6,522 

契約締結件数 8 7 1 1 2 10 3 0 14 18 

契約終了件数 8 12 1 1 12 0 2 1 23 14 

実利用人数 18 18 16 16 37 47 7 6 78 87 

 

《契約締結件数内訳》 

 
認知症高齢者等 知的障がい者等 精神障がい者等 その他 合計 

R7 R6 R7 R6 R7 R6 R7 R6 R7 R6 

在宅 7 6 0 1 2 10 3 0 12 17 

施設 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

病院 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

GH 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 

在宅（生活保護再掲） 2 3 0 0 2 7 2 0 6 10 

施設（生活保護再掲） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

病院（生活保護再掲） 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

GH（生活保護再掲） 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 

 

《契約終了件数内訳》 

 
認知症高齢者等 知的障がい者等 精神障がい者等 その他 合計 

R7 R6 R7 R6 R7 R6 R7 R6 R7 R6 

本人希望 1 0 0 0 5 0 2 0 8 0 

死亡 2 2 0 0 0 0 0 0 2 2 

後見等へ移行 3 10 0 0 5 0 0 0 8 10 

その他（転居他） 2 0 1 1 2 0 0 1 5 2 

生活保護（再掲） 3 4 0 0 4 0 0 0 7 4 

 

②契約審査会  

初回面談が終った時点で、随時、契約審査会を開催し協議しました。  

開催日 審査件数 開催日 審査件数 開催日 審査件数 

4月 21日(月) 1件 6月 23 日(月) 1件  11 月 14日(金) 1件 

5月 1日(木) 1件 6月 26 日(木) 1件 11 月 19日(水) 1件 

5月 27日(火) 2件 9月 3日(水) 1件   2月 5日(木) 1件 

5月 29日(木) 1件 10月 14日(火) 1件 2月 25日(水) 2件 

6月 11日(水) 1件 10月 24日(金) 1件 3月 9日(月) 1件 

計 15回 / 17 件 
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③解約審査会  

死亡、後見等への移行、市外への転居、期間限定による契約の終了以外の理由により、解約を希

望された場合に審査会を開催し協議しました。  

開催日 審査件数 開催日 審査件数 開催日 審査件数 

4月 1日(火) 2件 7月 22 日(火) 1件  9 月 3日(水) 1件 

5月 27日(火) 1件 7月 28 日(月) 1件 10 月 21日(火) 1件 

6月 26日(木) 1件 8月 22 日(金) 1件 10 月 24日(金) 3件 

計 9回 / 12 件 

 

＊日常的金銭管理サービスの支援のみに留まらず、その方が抱える様々な不安や困りごとについて、

支援者と連携しながら支援しました。 

＊中主中学校のチュッピーコミュニティサークルの皆さんに暑中見舞いのはがき、年賀状の作成を

お願いし、地域福祉権利擁護事業を利用されている方々に一言を添え季節のお便りを届けました。 

 

④生活支援員養成講座 

生活支援員養成講座を開催し、8 名の方に生活支援員として登録していただくことができまし

た。 

日時 令和 8年 1月 29日(木)、2月 12日(木) 9：00～11：30 

場所 北部合同庁舎 2階 会議室 

講義内容 1日目:講義 1「地域福祉権利擁護事業について」 

   講義 2「認知症になったら、どうしよう！～地域での支え方について～」 

2日目:講義 3「心の病気を理解しよう！～精神疾患ってどんな病気？～」 

 講義 4「知的障がいについて知っておこう！～関わり方のポイントは？～」 

 

（２）緊急事務管理事業〔財源：市委託〕 

判断能力が不十分なため金銭管理が困難であり、かつ親族等による支援が見込めない人を対象と

し、成年後見人等が選任されるまでの間、緊急的に必要最低限の事務管理を行い、本人の生活維持

を支援する制度として令和 7 年 4 月に野洲市緊急事務管理事業がつくられました。野洲市社会福祉

協議会が委託を受け令和 7年 12月より 1ケースの支援を開始しました。 

 

(３)生活福祉資金貸付事業〔財源：県社協補助、市補助、善銀〕 

経済的な問題を抱えている方の生活を支援し、世帯の自立を図るため資金の貸付相談を行いました。   

①相談実績 

区 分 令和 7年度 令和 6年度 

総相談件数（内、申請件数） 143 件（49件） 129件 (48件) 

 

福祉資金 

貸付相談件

数(内、申請

件数) 

総合支援資金    9件（0件） 4件 (0 件) 

教育支援資金 9件（6件） 24件 (5件) 

緊急小口資金 13件（2件） 19件（2件） 

福祉費 25件（4件） 33件（4件） 

臨時特例つなぎ資金    0件（0件）    1件（0件） 

不動産担保型生活資金    1件（0件）    0件（0件） 

市社協小口福祉資金貸付相談件数(内、申請件数)   86件（39 件） 60件 (58件) 

 

②市社協小口福祉資金貸付審査会 

43回【貸付決定 32 件（内辞退 2件）、不承認 7件】 
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ӣ᷈ḵḒ  

 野洲市在住借受人数   452人 

債権数  1,393債権 

 

 緊急小口貸付 初回貸付 延長貸付 再貸付 

債権数 482件 443件 284 件 184件 

償還完了数 119件   6件   6件   4件 

償還中（減額償還が含まれる）  97件 181件 155 件  91件 

現在猶予申請数   4件   6件   6件   4件 

免除数 271件 260件 125 件  91件 

償還なし  30件  12件  10 件  24件 

※償還中に一部免除になることもあるため各件数の合計は債権数と異なる。 

※償還中には減額償還が含まれる 

※免除数には一部免除も含まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊社協小口福祉資金貸付は 32件のうち、新型コロナウィルス特例貸付利用世帯が 8件と 1/4

を占めており、継続的に相談を受けている中で今もなお生活の困窮がみられます。また繰り

返しの利用世帯が貸付の半数以上を占めており、電話や訪問により生活状況を把握し安定し

た生活にむけて寄り添った支援を行うことができました。 

 

＊特例貸付償還が令和 5 年 1 月から始まりましたが、償還出来ない借受人に対してフォロー

アップ支援を継続しています。月々満額の償還は厳しいが減額すれば ᵼᵥᶉ ᶣ

ᶍ ᵫᶟᵹᵪᵶᵣ ᶊ ᵶ ᶱ ᵶᶝᵶᵾまGた生活状況が悪化したり、多

重債務による返済等で生活困窮されている方への支援として生活再建支援事業※が県社協

にて立ち上がり生活再建につなげる支援がはじまり、本会と連携して本人に寄り添った支援

を行っています。 
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（４）ファミリー・サポート・センター事業〔財源：市委託〕 

子育て家庭の仕事と育児の両立を地域で支援するため、育児に不安を抱える保護者や孤立し

がちな保護者に対し、子どもの健やかな成長を見守ることを目的として、子育てを援助したい人

と子育ての援助を受けたい人が、会員になってお互いに助けあえるように相談・調整して支援を

行いました。 

 

 ①会員数         

区 分 令和 7年度 令和 6年度 

おねがい会員 302名 283 名 

まかせて会員 106名 97 名 

どっちも会員 34名 42 名 

合 計 442名 422 名 

    

 ②会員事前打ち合わせ   101 回 

 

 ③ファミリー・サポート・センター登録会  2 回 （交流会、アルプラ相談会にて） 

 

 ④ファミリー・サポート・センター紹介 

 子育て支援センター 1回、アルプラ野洲 1回、子育て支援団体・市民活動団体等 27回、 

ボランティア講座 1回 

 

⑤活動別事業報告                  

活 動 内 容 令和 7年度 令和 6 年度 

保育所・幼稚園の登園前の預かり及び送り 1件 36 件 

保育所・幼稚園の迎え及び帰宅後の預かり 78件  48 件 

保育所・幼稚園の送迎 197件 176 件 

学童の登校前の預かり及び送り   0件   2件 

学童の送迎 145件 218 件 

学童の迎え及び放課後の預かり 21件 0件 

学童保育所の朝の預かり及び送り 0件 0件 

学童保育所の送迎 393件 523 件 

学童保育所の迎え及び帰宅後の預かり 53件 58 件 

保育所・学校等休み時の援助 14件 

kenn 

24 件 

保育所等施設入所前の援助   1件   7件 

保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助 4件 8件 

保護者等の求職活動中の援助   1件   0件 

保護者等の他の子どもの校園行事の場合の援助   8件   9件 

保護者等の外出の場合の援助 50件 45 件 

保護者等の病気、その他急用の場合の援助 16件 22 件 

ă ⱱ ᶇᶎ ḝƎᶾḵᴻ ᶷḋḟ ⱱᶱᵶᶅᶡᶉᵩ ᵫℓּטᵶᶅᵣᵾᶩƎ ᶊᶧᶪ

ᶆ ᵫ ᵴᶫᶅᵣᶪ᷈ḵḒ ᶊ ᵶƎ ⱱ ᶇᶍ ᶍᶡᶇּק

ᶣ ᵬᶱ ⱱᵶ ᶊᶃᶉᵱᶪᵲᶇᶱ ᶇᵸᶪ ᴳ 
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子どもの病後児の預かり   3件    2件 

習い事の送迎 209 件 109 件 

kenn その他 614 件 109 件 

計 1,808件 1,396 件 

 

⑥講習会の開催  

 開催日 内容･テーマ 参加者数 

第 1回 11月 4日(火) 日赤幼児安全法①事故の予防と手当  3名 

第 2回 11月 11日(火) 日赤幼児安全法②病気と看病の仕方   4 名 

第 3回 11月 18日(火) 日赤幼児安全法③心肺蘇生･AED の使い方 

（守山市と合同研修） 

 7名 

（内､守山市会員 2名） 

第 4回 12月 8日(月)  虐待未然防止講習会 

「こんなサインがあったら要注意？～ 

ちいさな SOS～」 

   10名 

第 5回 1月 21日(水) 

 

「カラダよろこぶ♪おうちごはん」  

～簡単おみそ汁と炊き込みご飯～ 

  5名 

託児ボランティア 4 名 

託児 4 名 

 

 

 

 

 

 

 

⑦交流会の開催 

 開催日 内容･テーマ 参加者数 

第 1回 2月 14日（土） 

 

 

「みんなで にこにこ うごいてあそぼう」 

簡単クラフトづくり＆おしゃべりタイム 

会員交流会・ファミリー・サポート・センタ

ー登録会 

  42 名 

大人 25名 

こども 17名 

第 2回 3月 5日(木)  まかせて・どっちも会員懇談会 

   一年を振り返って、ヒヤリハット 

12名 

 

 

 

 

 

 

⑧会報発行 

会員対象にファミリー・サポート・センターの情報を掲載した会報を発行(7月) 1回 

社協やす（1月号）で、ファミサポの講習会や交流会の情報を掲載。 

 

＊ファミリー・サポート・センターで対応が難しい支援については、子育て支援団体・市民活

動団体・企業等と連携し、子育てしやすい地域づくりに取り組みました。また、子育て支援セ

ンターと連携し、センターの紹介や活動時の預かりの場として活用することで、安心して利用
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できるよう調整しました。 

＊各種イベントでセンターの紹介や登録会を実施し、口コミやホームページ、Instagram、

Facebook 等を通じて、講習会・交流会の案内や子育て情報の発信を行い、会員の増加につな

がりました。 

＊産前産後のサポートや多胎児育児のサポート、保護者の体調不良等での緊急サポートを、今

年度もたくさんサポートいただき、（活動内容その他の項目、約 600件）子育ての援助件数が

増加しました。「たすけてほしい」の声を、サポートへつなげました。 

 

(５)障がい者相談支援事業 

①一般相談支援〔財源：市委託〕 

障がいのある人の福祉に関する様々な問題について相談に応じ、必要な情報の提供、障がい福祉

サービスの利用支援等を行うほか、権利擁護のために必要な援助も行いました。   (単位:件) 

※１件の相談に複数の相談内容が含まれている場合は、それぞれの区分に重複してカウントしています。 

 

１）(相談支援利用者(児)の区分別人数)  

区分 身体 
重症 

心身 
知的 精神 発達 

高次脳

機能 
難病 その他 計 

障がい者 37 3  165 30 15 2 2 0 254 

障がい児  3 3  44  1 22 0 1 0  74 

計 40 6 209 31 37 2 3 0 328 

(区分の重複あり／実人数 269人)  

相談内容 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

福祉サービスの利

用等に関する支援 
106 71 85 95 83 73 45 32 41 49 41 46 767 

就労に関する支援 61 41 59 34 32 40 33 19 12 19 22 24 396 

社会参加･余暇支援

活動に関する支援 
63 41 70 71 51 36 27 29 28 17 15 36 484 

保育・教育に関す

る支援 
13 17 19 21 8 13 6 5 7 8 9 4 130 

障がいや症状の理

解に関する支援 
89 80 78 98 76 78 43 31 42 47 39 54 755 

健康・医療に関す

る支援 
79 56 89 79 41 34 38 27 39 42 41 41 606 

不安の解消・情緒

不安に関する支援 
102 104 102 113 78 84 51 36 50 60 62 62 904 

家族関係･人間関

係に関する支援 
92 92 103 106 55 72 34 28 31 53 58 53 777 

家計・経済に関す

る支援 
56 44 62 61 39 30 23 19 37 44 34 40 489 

生活技術に関する 

支援 
87 74 82 89 74 82 54 31 51 49 52 49 774 

権利擁護に関する 

支援 
9 13 5 5 11 5 2 3 5 0 0 0 58 

その他 86 66 75 88 68 73 37 24 24 14 29 20 604 

計 843 699 829 860 616 620 393 284 367 402 402 429 6,744 
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２）会議への参加、訪問来所の件数 

(会議への参加件数)               (訪問・来所の件数) 

区分 件数  区分 件数 

ケース会議 227 訪問件数 712 

その他の会議 374 来所件数  84 

計 601 計 796 

＊一般相談においては、セルフ対応を行っているケースの支援や介護保険サービスとの併用してい

る利用者に対して、介護保険では対応が難しい障がい福祉サービスの領域での支援を行いました。 

 

②計画相談支援(特定相談支援事業・障がい児相談支援事業)〔財源：事業報酬〕 

サービス等利用計画についての相談・作成などの支援が必要と認められる場合に、障がい者(児)の

自立した生活を支え、各々が抱える課題の解決や適切なサービス利用に向けて、本人・家族の希望を

確認しながらきめ細かく支援しました。また一人一人の特性にあったサービスが提供されているか、

他に課題がないか定期的なモニタリングを行いました。 

        (単位:件) 

＊近年対応が難しくなっている施設入所希望者について、県外施設も含めた支援を行いました。虐

待対応については、本人の意向を尊重し、安心して生活できるよう、市と連携しながら継続的に支

援を実施しました。また、新しく「就労選択支援サービスに関する検討会」に参画し、「就労選択

支援」の計画相談を開始しました。 

 

③基幹相談支援センター事業〔財源：市受託〕 

 障がい者等にかかる相談支援の中核的な役割を担い、相談等の業務を総合的・専門的に行う機関と

して、以下の事業を行いました。 

業務 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

総合的・専門的な相談支

援の実施に関する業務 
24 20 11 29 14 22 19 8 5 13 9 20 194 

地域の相談支援体制の強

化の取組に関する業務 
26 34 47 67 55 66 69 54 63 34 55 45 615 

地域移行・地域定着の促

進の取組に関する業務 
32 68 154 78 325 160 148 113 201 249 139 122 1,789 

権利擁護・虐待防止に関

する業務 
5 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 17 

計 87 123 213 175 395 249 237 176 271 297 204 188 2,615 

＊今年度は基幹相談支援センターの委託を受けて 2 年目となり、野洲市基幹相談支援センターとして

市内の計画相談支援事業所から寄せられる困難事例相談対応や作業所等の訪問を通じてそれぞれの

区 分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

契約件数 268 268 269 269 268 268 268 269 271 271 271 270 - 

利用計画 39 22 19 23 27 19 19 41 23 25 26 29 312 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 18 43 41 54 51 42 25 35 76 59 30 159 633 

担当者会議 32 23 34 27 29 16 27 16 26 24 38 23 315 
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事業所が抱える課題や地域課題の把握に努めました。自立支援協議会の運営においては、事前の打ち

合わせを綿密に行い、運営会議や定例会議を円滑に行いました。また課題である「人材育成」につい

てはプロジェクトを立ち上げ、若い人材の発掘とつながりづくりを進めました。 

＊基幹相談支援センター事業として 4つの業務を実施しました。 

１）総合的・専門的な相談支援 

計画相談事業所の相談支援専門員と連携して困難事例に対応し、必要に応じてケース会議への参

加や個別対応での聴き取りを実施しました。 

 

２）地域の相談支援体制強化 

地域の相談支援事業所に対する訪問等による専門的な指導、助言等を実施し、関係機関との連携・

ネットワークの強化に努めました。 

 

３）地域移行・地域定着の促進 

野洲市障がい者自立支援協議会の事務局運営・湖南地域障害児(者)自立支援協議会への参加や運

営協力等を中心に、地域課題の解決に向けた取組や意見交換等を実施しました。野洲市障がい者自

立支援協議会として、相談部会・就労部会・発達支援部会・障がい福祉計画部会・余暇支援検討会

議・住まいに関する情報交換の場などの部会を運営または参加協力することで、個別の地域課題を

話し合う場を設けました。さらに今年度からは新しくやす福プロジェクト（人材育成・人材確保・

つながりづくり）を開催し、多くの構成機関の方々に参加していただきました。 

湖南地域障害児(者)自立支援協議会では令和 7 年度に事業が開始されている就労選択支援事業に

向けた検討会等にも参加しました。 

 

４）権利擁護・虐待防止 

成年後見制度に関する普及啓発や、障がい者等に対する権利擁護・虐待への対応・防止への取組、

広報・啓発及び相談支援を実施しました。また、他圏域の障がい者自立支援協議会等へ視察や、湖

南地域の 3 基幹相談支援センターの連絡会議にて情報交換を行い、相談支援の質の向上に向けた取

組や、地域課題を解決するための協議等を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【やす福プロジェクト】          【野洲市障がい者自立支援協議会定例会議】 
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（６）居宅介護支援事業〔財源：事業報酬〕 

  介護保険サービスの利用者（要介護 1 以上）および家族等からの相談に、介護支援専門員（ケア

マネジャー）が対応しました。利用者および家族の希望や心身の状況を踏まえ、地域資源を含めた

適切なサービスが利用できるよう、市・事業所・施設等との連絡調整を行い、居宅サービス計画の

作成を実施しました。 

また、5 月末にケアマネジャー1 名が退職したことに伴い、事業所の人員体制が変更となりまし

た。採用が難航したため、計画作成数が減少しました。 

 

①月別計画件数 

 

②介護度別延べ件数  

年度＼区分 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 合計 

令和 7年度 
365 

46.2％ 

175 

22.2％ 

149 

18.8％ 

80 

10.1％ 

21 

2.7％ 

790 

  100％ 

令和 6年度 
405 

39.7％ 

323 

32.5％ 

155 

14.8％ 

106 

9.9％ 

30 

3.1％ 

 1,019 

  100％ 

・ケアマネジャー3名で業務を担当し、今年度は新規契約 20 名（家族依頼 8名、地域包括支援 

センター紹介 10 名、要支援からの移行 １名 施設・病院紹介 1 名 ）の受入れができました。 

・介護度別では要介護 1･2 の方が多く、68.4%を占めています。野洲市では要介護 3 以上になると

施設入所される傾向が多い状態です。 

 

③介護予防ケアマネジメント・介護予防支援事業 〔財源：市委託〕 

野洲市・中主各地域包括支援センターから委託を受け、要支援 1・2と認定された方へのプラン

を作成しました。 

 

１）月別計画件数  

 

 

 

 

 

２）介護度別延べ件数  

年度＼区分 要支援１ 要支援２ 合 計 

令和 7年度 
35 

39.8％ 

53 

60.2％ 

  88 

   100％ 

令和 6年度 
42 

37.5％ 

70 

62.5％ 

  112 

   100％ 

  

④介護支援専門員実務研修実習受入れ  

    実習内容：訪問 2 回、会議 2回、振り返り・カンファレンス 5回、模擬ケアプラン確認 2回 

    受け入れ数：1名  

  介護支援専門員の仕事に就くのでは無く、現職の仕事幅を広げる目的とした研修生が数年続いて 

  います。 

年度＼月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 月平均 

令和 7年度 84 81 65 61 60 60 64 63 63 61 60 68 790 65.8 

令和 6年度 84 88 87 88 81 86 91 87 87 81 80 79 1,019 84.9 

年度＼月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 月平均 

令和 7 年度 12 11 7 6 6 8 8 7 6 6 6 5 88 7.3  

令和 6 年度 10 10 9 8 8 10 9 9 9 9 10 11 112 9.3  
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⑤居宅介護支援担当職員研修 

開催日 研 修 名 主 催 

6月 9日(月) ケアプランデーター連携「ケアプラン

点検業務マニュアル改訂版の要点と解

説」 

株式会社ウエルモ 

8月 1日(金) 「一人ひとりが自分らしく暮らすため

に」～虐待や身体拘束の防止・廃止を

目指して～ 

公益社団法人日本介護福祉士

会 

2月 3日(火) 「難病支援の考え方と支援の視点～難

病ケアマネジメント家庭を学ぶ～」 

長寿社会開発センター 

研究セミナー 

3月 18日(水) BCP実効性向上セミナー 滋賀県健康医療福祉部 

 

⑥野洲市居宅介護支援事業所連絡会議 

開催日 研 修 内 容 参加者数 

4月 16日(水) 市の介護保険事業や高齢者福祉施策に関する情報提供

（1）介護保険課より（2）高齢福祉課・地域包括支援セ

ンターより（3）その他 

3名 

5月 21日(水) 「高齢者虐待への対応について～高齢者虐待のおける

ケアマネジャーの役割とは～」 

2名 

6月 18日(水) 「加齢に伴う泌尿器の病気とその対応について～ため

らわなくても大丈夫！泌尿器科の受診～」 

2名 

8月 20日(水) 「困難事例の支援について ～支援者の揺らぎ～」 3名 

9月 17日(水) 事例検討会：茶話会 2名 

10月 16日(木) 「福祉用具利用に必要な視点について～ケアマネジャ

ーの立場だから知っておきたいこと～」 

2名 

11月 13日(木) 「ヤングケアラーについて～ケアを担う若者たちへの

気づきと支援者が出来る事～」 

1名 

12月 17日(水) 事例検討会：「経済的理由より医療や介護サービスの利

用が進まない本人への支援」 

2名 

2月 18日(水) 「高齢運転者等の運転に関する取組について～認知機

能低下時の返納支援の実際～」 

3名 

    

 (７)車椅子貸出事業〔財源：善銀〕 

日常の利便性を図ることを目的とし一時的に車椅子を必要とする人への貸し出しや福祉体験学

習の一環として学校への車椅子の貸し出しを実施しました。 

また、貸出時にアセスメントを行うことで、適切なサービス利用相談を行い、関係者に繋ぐこ

とができました。 

【貸出先・延べ貸出台数】  

 個人 学校 自治会･ｻﾛﾝ その他 計 

令和 7 年度 1,682台 61台 20台 92台 1,855台 

令和 6 年度 2,047台 416 台  0台 45台 2,508台 
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（８）学童保育所運営事業〔財源：市指定管理〕 

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童に対し、放課後等で適切な遊び及び生活の場を提供

し、児童の健全育成を図りました。 

①通常保育 (在籍児童推移)                           (単位:名) 

学童保育所 4月 5 月 6月 7月 8月 9月 10  11  12  1  2  3  

北野第 1 51 51 51 49 49 48 46 47 47 47 47 47 

北野第 2 51 51 51 52 53 53 52 52 52 52 52 52 

北野第 3 52 52 52 52 52 52 51 49 49 49 49 48 

北野第 4 52 53 52 52 51 51 49 49 49 48 48 48 

北野音楽室 118 119 116 116 116 111 97 95 93 89 85 82 

祇王第 1 38 39 37 37 37 37 34 34 34 34 31 30 

祇王第 3 39 39 39 39 38 38 34 33 33 33 31 29 

祇王第 4 43 42 42 42 43 41 41 41 39 39 38 37 

祇王第 5 38 38 36 36 36 36 35 35 35 34 33 31 

祇王第 6 41 42 42 40 39 39 32 32 32 32 31 31 

篠原第 1 55 55 55 53 51 48 40 40 39 38 36 36 

篠原第 2 24 24 24 24 24 24 24 22 20 20 20 20 

中主第 1 57 55 54 54 54 54 51 51 49 49 49 47 

中主第 2 50 47 48 48 47 47 44 44 43 43 42 41 

中主第 3 69 68 68 69 66 65 62 62 62 62 62 61 

中主第 4 68 70 70 70 68 66 57 54 54 55 54 55 

三上第 1 41 38 38 36 36 36 34 33 34 33 33 33 

三上第 2 42 42 43 43 44 44 38 38 36 36 35 33 

野洲第 1 49 47 47 48 48 48 46 46 46 46 43 41 

野洲第 2 49 47 47 48 48 48 42 43 43 42 41 41 

野洲第 3 49 49 49 49 49 47 45 45 45 45 44 44 

野洲第 4 48 49 49 46 47 46 46 45 45 44 44 43 

野洲第 5 49 49 48 48 47 47 45 43 43 41 43 43 

野洲第 6 48 48 48 47 47 47 40 39 40 40 40 39 

野洲第 7 45 46 47 47 47 47 42 42 42 42 41 38 

合計児童数 1,266 1,260 1,253 1,245 1,237 1,220 1,127 1,114 1,104 1,093 1,072 1,050 

前年児童数 1,131 1,150 1,147 1,141 1,129 1,073 1,061 1,050 1,032 1,020 1,005 995 

増減 135 110 106 104 108 147 66 64 72 73 67 55 

※祇王第 2 学童保育所は、利用者数を勘案して閉所しています。 

  

②土曜保育 (在籍児童推移) 

学童保育所 4月 5 月 6月 7月 8月 9月 10  11  12  1  2  3  

北野第 3･4 62 61 61 58 61 61 58 63 58 55 50 51 

前年児童数 60 55 55 53 56 52 52 56 48 52 50 51 

増減 2 6 6 5 5 9 6 7 10 3 0 0 

保育場所 北野第 3･4学童保育所(合同保育) 
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③利用者数の推移と学童保育所数 

利用児童・運営推移（5月 1日現在）  

年度 利用児童 開設 備考 

令和 3年度 1,027人 24学童保育所 
 

令和 4年度 1,097 人 24学童保育所 (※北野小学校第 1.2 音楽室通年利用) 

令和 5年度 1,127 人 25学童保育所 (※北野小学校第 1.2 音楽室を開所) 

令和 6年度 1,150人 25学童保育所  

令和 7年度 1,260人 25学童保育所  

 ＊学童保育所においては、令和 7年度も 1,000名を超える利用児童があり、市内小学校に通学 

する児童の内、45.8％が利用登録しています。 

 ＊令和 3年から令和 7年の 5 年間の推移として、小学校児童数が減少（▲198 名）している中で 

  学童保育所利用児童は、233名増加しています。 

 

年度 

／ 

小学校 

令和 3年(2021) 

5月 1日現在 

令和 7年(2025) 

5月 1日現在 
児童数増減 

小学校 学童保育所 小学校 学童保育所 小学校 学童保育所 

中主小学校 641 173  608 240  △ 33 67  

篠原小学校 174 76  161 79  △ 13 3  

祇王小学校 503 180  440 200  △ 63 20  

三上小学校 180 55  180 80  0 25  

野洲小学校 788 300  661 335  △ 127 35  

北野小学校 666 243  704 326  38 83  

合 計 2,952 1,027  2,754 1,260  △ 198 233  

在籍率 34.8% 45.8% +11.0% 

 

④安全計画に基づき訓練実施 

  学童保育所施設にて、避難訓練（火災、地震）と防犯訓練を実施して児童の緊急時における 

  対応について学ぶ機会を持ちました。 

 

【避難(防犯)訓練実施状況】 

施設拠点 野洲第 1-6学童保育所 野洲第 7学童保育所 

項 目 月 日 時間帯 
参加 

人数 
月 日 時間帯 

参加 

人数 

避難訓練

（火災） 
10 月 29日 

15:15～

15:45 
165 11月 5日 

15:15～ 

15:45 
24 

避難訓練

（地震） 
4月 3日 

14:10～

14:30 
230 4月 4日 

14:10～

14:30 
38 

防犯訓練 1 月 14日 
15:15～ 

15:45 
154 1月 21 日 

15:15～ 

15:45 
25 
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施設拠点 祇王第 1学童保育所 祇王第 3-6学童保育所 

項 目 月 日 時間帯 
参加 

人数 
月 日 時間帯 

参加 

人数 

避難訓練

（火災） 
2 月 12日 

16:00～

16:15 
15 2月 12 日 

16:00～

16:15 
 66 

避難訓練

（地震） 
5 月 13日 

14:40～

15:00 
19 5月 13 日 

14:40～

15:00 
103 

防犯訓練 3 月 26日 
10:30～ 

11:30 
31 3月 26日 

10:30～ 

11:30 
 78 

 

施設拠点 北野第 1.2 学童保育所 
北野第 3.4 学童保育所 

北野学童保育所：音楽室 

項 目 月 日 時間帯 
参加 

人数 
月 日 時間帯 

参加 

人数 

避難訓練

（火災） 
10 月 29日 

14:50～ 

15:10 
65 10月 29日 

14:50～ 

15:10 
114 

避難訓練

（地震） 
3 月 24日 

不審者情

報が入っ

た為中止 

 0 3月 24 日 

不審者情

報が入っ

た為中止 

  0 

防犯訓練 12 月 23日 
14:30～

15:00 
62 12月 23日 

14:30～

15:00 
 116 

 

施設拠点 三上第 1.2 学童保育所 篠原第 1.2 学童保育所 

項 目 月 日 時間帯 
参加 

人数 
月 日 時間帯 

参加 

人数 

避難訓練

（火災） 
1 月 21日 

15:15～ 

15:45 
41 8月 7日 

14:00～ 

14:30 
55 

避難訓練

（地震） 
5 月 13日 

15:50～ 

16:15 
55 1月 6日 

10:30～

11:00 
38 

防犯訓練 10 月 22日 
15:20～ 

15:45 
44 10月 20日 

10:30～ 

11:00 
17 

 

施設拠点 中主第 1.2 学童保育所 中主第 3.4 学童保育所 

項 目 月 日 時間帯 
参加 

人数 
月 日 時間帯 

参加 

人数 

避難訓練

（火災） 
11 月 12日 

15:25～ 

15:50 
45 11月 12日 

15:20～ 

15:50 
 64 

避難訓練

（地震） 
4 月 4日 

11:15～ 

11:45 
77 4月 4日 

11:15～ 

11:45 
105 

防犯訓練 3 月 11日 
15:15～ 

15:45 
43 3月 11日 

15:15～ 

15:45 
 60 
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⑤学童保育所職員研修 

開催日 研修内容 参加者 

5月 15日(木) 人権啓発基礎研修会 8名 

5月 18日(日) 学童保育制度の学習会・意見交換会 2名 

6月 26日(木)～27日(金) 保育交流研修（新人研修） 12名 

10月 22日(水) 保育交流研修（新人研修） 10名 

7月 2日(水)～ 4日(金) 普通救命講習 29名 

6月 29日～10月 5日(内 6 日) 滋賀県放課後児童支援員等資質向上研修会（初任者） 4名 

9月 17日～10月 13日(内 5日) 滋賀県放課後児童支援員等資質向上研修会（中堅者） 3名 

6月 23日～ 7月 2日(内 4 日) 滋賀県放課後児童支援員認定資格研修（オンライン） 3名 

11月 5日～11月 15日(内 4日) 滋賀県放課後児童支援員認定資格研修（北部） 2名 

12月 1日～12月 11日(内 4日) 滋賀県放課後児童支援員認定資格研修（オンライン） 2名 

10月 10日～ 1月 9 日(内 6日) 滋賀県放課後児童クラブ事故防止対策研修  

基礎研修（e-ラーニング） 
6名 

10月 31日(金) 滋賀県放課後児童クラブ事故防止対策研修  

事故防止を目的としたチームマネジメント 
8名 

11月 26日(水) 滋賀県放課後児童クラブ事故防止対策研修 

虐待・不適切な育成支援等 
8名 

12月 22日(月) 滋賀県放課後児童クラブ事故防止対策研修  

誤嚥・窒息等事故、アレルギー事故の防止 
7名 

12月 9日(火)～10日(水) 防火管理者講習(甲種) 3名 

1月 30日(金) 全国こども健全育成リーダー養成セミナー 

放課後児童クラブ（オンライン） 
1名 

3月 9日(月) 職員人権研修 119名 

3月 11日(水) 滋賀県放課後児童クラブ施設長研修 6名 

3月 17日(火)～19日(木) 性暴力等の未然防止、児童虐待防止研修(オンライン) 53名 

 

⑥学童保育所在籍児童の福祉活動・体験活動 

 

   １）特別養護老人ホーム「ぎおうの里」へ児童作品展示を行いました。 

     5月 1日 篠原第 1.2学童保育所       10月 1日 野洲第 1～7学童保育所 

     7月 1日 三上第 1.2学童保育所      12 月 1日  中主第 1～4学童保育所 

      9月 1日  北野第 1～4,音楽室学童保育所   2月 2日 祇王第 1～6学童保育所 

   令和 3年度から継続事業として実施しており、今年度も「ぎおうの里」の展示スペースに児童 

作品を展示することで、施設との交流活動を実施しています。（月ごとに 1 か月間展示） 
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「ぎおうの里」施設利用者と職員の方が学童保育所へ訪問されました。 

     3月 27 日 三上、野洲、北野学童保育所 

      『絵本：とんでいった ふうせんは』と『けん玉』を贈呈していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）地球を抱きしめてプロジェクト 

     

5月 21 日(水) 北野第 3.4 学童保育所 

     5月 28日(水) 北野第 1.2 学童保育所 

   6月 4日(水) 北野学童保育所(音楽室) 

     6月 11 日(水) 篠原第 1.2学童保育所 

  

 5月 28日(水) 野洲第 3.4 学童保育所 

6月 4日(水) 野洲第 5.6 学童保育所 

6月 18日(水) 野洲第 1.2 学童保育所 

 7月 9日(水) 野洲第 7学童保育所 

 

  紙芝居で地球温暖化の現状を知り、何が出来るかを考える機会になりました。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

     活動の最後には、学童保育所の代表者児童が「ストップ 地球温暖化」と書かれた 

「タスキ」にそれぞれの学童保育所名をサインして各所につないでいきました。 

8月 20日 事業報告 

市内学童保育所でつながれた「タスキ」を持って野洲市長へ訪問し、児童代表から 

「タスキ」を手渡して温暖化防止を要望しました。 
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  ３）赤い羽根共同募金街頭募金活動 

10月 1 日（水） アルプラザ野洲      野洲学童保育所児童 7名参加 

    10月 8日（水） フレンドマート中主店  中主学童保育所児童 4名参加 

             ザ・ビックエクストラ  中主学童保育所児童 4名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）小学生のぼうさい探検隊マップコンクール参加 活動期間：5月 12日～10月 21日 

 

参加児童：篠原第 1.2学童保育所 5年生 12名 

地域を実際に調査するとともに、小学校児童対象にアンケート調査を実施しました。 

また、保険会社による出前講座で学習しながら「防犯・防災マップ」を作成しました。 

これらの体験活動を通じた学びの機会を持ちました。 
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   マップコンクールに作品出展した結果、「審査員特別賞」を受賞しました。 

2月 20日（金）「表彰式」開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）企業・関係機関の協力による体験プログラム  

・協力：マザーレイクゴールド推進委員会 

日程：3月 4日(水) 中主第 1～4学童保育所  

滋賀県独自の１３の目標「マザーレイクゴールズ（ＭＬＧｓ）」をより知って、自らの 

意識・行動につなげる事を目標に、琵琶湖について学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セタシジミの貝殻にねりけしを挟み、マニキュアを塗って、オリジナルストラップ 

を制作し、水をきれいにすることの大切さと、滋賀の恵みを食べる習慣を意識する 

ことを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



45 

 

 ・協力：SCREEN ホールディングス 

日程：3月 27 日（金） 三上第 1・2学童保育所 

BK（ブラック）、C（シアン）、Y（イエロー）、M（マゼンダ）、4 色のフィルムを重ね合 

わせて、あらゆる色が作れる仕組みや、細かな点の大きさで色の濃度や作られる色の種 

類が変わる様子を、お話しと実物を使ったパズルゲームで体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦学童保育所運営協議会 

学童保育所運営に関わる内容について報告や課題の協議を行いました。 

  (行政担当、小学校、民生委員･児童委員、自治会、保護者代表、指導員代表にて委員構成) 

開催日 協議・報告内容 

7月 3日(木) ･令和 7年度 野洲市学童保育所入所児童の状況について 

･令和 7年度 野洲市学童保育所(こどもの家)における昼食提供について 

･令和 7年度学童保育所の活動紹介について 

12月 18日(木) ･令和 8年度 野洲市こどもの家(学童保育所)入所申請状況について 

･令和 7 年度 野洲市こどもの家(学童保育所)の昼食提供及びアンケート結果に

ついて 

･令和 7年度 市内学童保育所の活動紹介について 

3月 19日(木) ･令和 8年度 野洲市こどもの家(学童保育所)入所状況と開所予定について 

･令和 8年度 野洲市こどもの家(学童保育所)利用施設の予定について 

･令和 7年度 市内学童保育所の活動紹介について 

 ＊会議内容について、会議録をホームページに掲載し、広く市民に周知を図りました。 

 

⑧野洲市こどもの家(学童保育所)入所案内説明会 

  ・令和 8年度学童保育所の入所申込みについての説明会を開催しました。 

   ＊開催日：11月 2日(日) コミュニティセンターなかさと 大ホール 

          市内全小学校区の新規入所希望者  

      参加者 29 名（保育 15名） 
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⑨野洲市学童保育所入所準備説明会 

  ・令和 8年度新規利用者を対象に、学童保育所での生活や注意事項等を「入所のしおり」 

   をもとに説明する機会として準備説明会を開催しました。 

   ＊開催日：2月 22 日(日) コミュニティセンターなかさと 大ホール 

      市内全小学校区の新規入所児童の保護者 

      参加者 86名（保育 27名） 

 

⑩連絡システムによるメール配信 

  ・学童保育所の緊急情報等のメール配信を実施しました。 

  配信日 タイトル 内 容 

1 6 月 14日(金) 令和 7 年度野洲市こども

の家 季節［夏休］入所の

期間の変更について 

市内小学校 7 月の学校給食最終日が令和 7

年 7 月 17 日であったが、令和 7 年 7 月 15

日と変更されたことに伴い変更連絡 

2 6 月 20日(金) 

6 月 26日(木) 

小学校学年閉鎖に伴う学

童保育所の対応について 

学年閉鎖にともなう学童保育所の児童受

入の連絡 

3 7月 1日(火) 

7月 14日(月) 

小学校学級閉鎖に伴う学

童保育所の対応について 

学級閉鎖にともなう学童保育所の児童受

入の連絡 

4 7 月 16日（水） 祇王第１こどもの家（学

童保育所）の空調機修繕

にともなう保育場所変更

について 

7月 15（火）生活室設置備品（エアコン）

の故障に伴い、保育場所（祇王第 1から祇

王第 6）の変更連絡 

5 

 

7 月 31日（木） 三上第 2 こどもの家（学

童保育所）の空調機修繕

にともなう保育場所変更

について 

7月 31（木）生活室設置備品（エアコン）

の故障に伴い、保育場所（三上第 2から和

室①、三上第１など）の変更連絡 

6 8 月 28日（木） 三上第1・2こどもの家（学

童保育所）の空調機修繕

にともなう保育場所変更

について 

8月 28（木）生活室設置備品（エアコ

ン）の故障に伴い、保育場所（未定）の

変更連絡 

7 9 月 4日(木) 台風15号の接近に伴うこ

どもの家（学童保育所）の

対応について 

台風第 15 号が最接近する事による臨時閉

所の連絡 

8 9 月 5日(金) イノシシの群れの目撃情

報について 

9 月 5 日(金)に篠原学区大篠原向山付近で

イノシシの目撃情報があった為、送迎時の

注意点を連絡 

9 10 月 7日(火) 令和 8年度 学童保育所 

入所申請の案内 

令和 8年度学童保育所(こどもの家)の入所

申請手続きについての案内 

10 10 月 6日(月) 

10 月 27日(月) 

小学校学級閉鎖に伴う学

童保育所の対応について 

学級閉鎖にともなう学童保育所の児童受

入の連絡 

11 11 月 10日(月) 

～11 月 27日(木) 

小学校学級閉鎖に伴う学

童保育所の対応について 

期間中 25 件配信 学級閉鎖期間中におけ

る学童保育所の児童受入の連絡 

12 12 月 1日(月) 

～12月 18日(木) 

小学校学級閉鎖に伴う学

童保育所の対応について 

期間中 23 件配信 学級閉鎖期間中におけ

る学童保育所の児童受入の連絡 

13 1 月 19日(月) 

1 月 26日(月) 

小学校学級閉鎖に伴う学

童保育所の対応について 

学級閉鎖にともなう学童保育所の児童受

入の連絡 
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14 2 月 2日(月) 

～2月 26日(木) 

小学校学級閉鎖に伴う学

童保育所の対応について 

期間中 19 件配信 学級閉鎖期間中におけ

る学童保育所の児童受入の連絡 

15 3 月 3日(水) 

～3月 17日(火) 

小学校学級閉鎖に伴う学

童保育所の対応について 

期間中 4件配信 学級閉鎖期間中における

学童保育所の児童受入の連絡 

 

⑪学童保育所の昼食提供 

  保護者の負担軽減を図るため、夏休み期間中に（計 19回）、昼食提供を実施しました。 

      ・利用状況（合計 19回 1,179 食） 

      ・弁当（14回） 

回数 期日 注文数 児童数 利用率 

1 7月 22日(月) 77 1,243 8.1% 

2 7月 23日(水) 97 1,243 9.9% 

3 7月 25日(金) 80 1,243 8.6% 

4 7月 28日(月) 75 1,243 8.4% 

5 7月 30日(水) 71 1,243 7.9% 

6 8月 1日(金) 56 1,236 6.1% 

7 8月 4日(月) 51 1,236 5.9% 

8 8月 6日(水) 72 1,236 8.1% 

9 8月 8日(金) 68 1,236 7.9% 

10 8月 20日(水) 71 1,236 7.9% 

11 8月 22日(金) 69 1,236 7.5% 

12 8月 25日(月) 63 1,236 7.2% 

13 8月 27日(水) 79 1,236 8.6% 

14 8月 29日(金) 78 1,236 8.2％ 

計 1,007 17,339 7.9% 

      ・パン（5回） 

回数 期日 注文数 児童数 利用率 

1 7月 24日(水) 33 1,243 3.5% 

2 7月 31日(水) 41 1,243 4.4% 

3 8月 7日(水) 41 1,236 4.5% 

4 8月 21日(水) 30 1,236 3.3% 

5 8月 28日(水) 27 1,236 2.8% 

計 172 6,194 3.7% 
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３．市民の権利を守る体制づくり 

（１）社協が実施する相談支援事業での取組 

利用者や相談者の権利を守り､判断能力が不十分な人が地域で生活をするための支援を行いました｡ 

・地域福祉権利擁護事業 

・福祉資金･生活福祉資金貸付事業 

・ファミリー･サポート･センター事業 

・障がい者相談支援事業 

・居宅介護支援事業  など 

 

 

（２）虐待・権利侵害の疑いのあるケースの相談・通報 

  虐待や権利侵害（疑いも含む）について関係機関と連携して対応しました。 

事 業 対応ｹｰｽ数 延べ通報件数 

地域福祉権利擁護事業  2件 0件 

総合相談事業  0 件 0件 

ファミリー・サポート・センター事業 10 件 1件 

学童保育所運営事業  5 件 1件 

障がい者相談支援事業  2件 2件 

居宅介護支援事業  3 件 5件 
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Ⅲ．分野や立場を超えた支えあいづくり ～多種多様なネットワークの構築～ 

市民やその世帯が抱える課題が複雑多様化し、単一機関、単一分野だけの支援では対応できません。

いわゆる福祉分野の連携はもとより、教育や就労などの多分野連携、医療関係者や法律家などの専門

職による同業・異業の多職種連携、市民と市、事業者と社会福祉協議会など、多種多様なネットワー

クによる支援が求められています。 

すべての人が安心して生活を送ることができるよう、分野や立場を超えた支えあいを推進しました。 

 

（１）多機関・多分野との連携〔財源：自主財源〕 

地域福祉に必要な基盤整備と必要な福祉サービスの充実、関係機関をつなぐネットワーク化に取

り組みました。 

地域での支えあいが各地域で広がるよう、さまざまな分野の関係者・企業・団体等と連携し取り

組みました。 

 

 

（２）共同募金を通じた地域福祉の理解促進 

  福祉教育の一環として、野洲・中主学童保育所と連携して街頭募金運動を実施しました。 

   実施日 場 所 参加者 

10 月 1日(水) アルプラザ野洲店 野洲学童保育所 

10 月 8日(水) フレンドマート中主店 

ザ・ビッグエクストラ野洲店 

中主学童保育所 

 

 

（３）民生委員・児童委員等、関係機関との連携 

   民生委員・児童委員をはじめとする関係機関と連携し、支援を必要とする方が地域で安心して

暮らせるよう取り組みました。支援を必要とする方の相談窓口として社会福祉協議会や市役所に

つないでいただけるよう、各種会議での周知やチラシによる案内など、啓発活動を実施しました。 

  ・アルプラザ野洲 5/16～5/21 

    活動強化週間に合わせて、セントラルコートにて活動紹介パネル展示、ポケットティッシュ 

    を配布するなどの啓発活動をしました。 

  ・やすまる広場 6/1 

    市内の市民活動団体が集まるやすまる広場に参加し、滋賀県民児協のキャラクター「びわっ    

湖ミンジー」とともにポケットティッシュを配布し、民生委員・児童委員を周知するととも

に、子どもから大人まで幅広い世代の住民と交流しました。 
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Ⅳ．推進体制の充実・強化  

公益性と非営利性をもつ社会福祉法人として、また住民参加による地域福祉を推進する社会福祉協

議会として、地域住民や関係者の皆さまからの理解と信頼を得られる法人運営ができるよう、経営の

透明性と中立性、公正さの確保を図るとともに、積極的な情報発信を行いました。 

また、令和５年度に策定した第２次中期経営計画に基づき、組織基盤の強化と職員の専門性の向上

を図る等、本会が取り組むべき福祉課題・生活課題に対応できる法人運営に取り組みました。 

 

１．会務の運営 

(１)役員会等の開催 

本会の定款に基づき、地域福祉の推進を図るため、正副会長会 2 回、理事会 4 回、評議員会 2

回、監事会 1回、評議員選任･解任委員会 2回を開催しました。また、本会の経営基盤の強化を図

るために設置した経営委員会を 1回開催しました。 

①正副会長会の開催 

開催日／出席数 協 議 事 項 

5月 26日(月) 

◇会長･副会長 3名 

令和 6年度 野洲市社会福祉協議会 事業報告について 

令和 6年度 野洲市社会福祉協議会 一般会計決算について 

2月 24日(火) 

◇会長･副会長 3名 

令和 8年度 野洲市社会福祉協議会 事業計画(案)について 

令和 8年度 野洲市社会福祉協議会 一般会計予算(案)について 

 

②理事会の開催 

開催日／出席数 決 議 事 項 / 報 告 事 項 

6月 6日(金)  

 ◇理事 12 名 

 ◇監事  2 名 

報告事項 職務執行状況報告 

第 1号 令和 6年度 野洲市社会福祉協議会 事業報告について 

第 2号 令和 6年度 野洲市社会福祉協議会 一般会計決算について 

第 3号 令和 7年度 野洲市社会福祉協議会 一般会計補正予算第 1号につい

て 

第 4 号 役員の任期満了に伴う評議員会に提出する次期役員候補者の選定に

ついて 

第 5 号 評議員の任期満了に伴う評議員選任･解任委員会に提出する評議員

選任候補者の推薦について 

第 6号 評議員選任･解任委員会の招集について 

第 7号 令和 7年度第 1回評議員会の招集について 

6月 24日(火) 

◇理事 14 名 

 ◇監事  2 名 

第 8号 会長･副会長の選定について 

第 9号 常務理事の選定について 

第 10号 評議員選任･解任委員の選任について 

第 11号 経営委員の選任について 

その他 第 2次中長期経営計画の進捗について 

その他 第 3期野洲市地域福祉基本計画の進捗について 

12 月 18日(木) 

◇理事 12 名 

 ◇監事  2 名 

報告事項 職務執行状況報告 

第 12号 非常勤職員の雇用に関する就業規則の改正について 

第 13号 退職手当規程の改正について 

第 14号 指定特定相談支援事業所及び指定障害児相談支援事業所「野洲市社

協障がい者相談支援センター」運営規程の改正について 
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3月 6日(金) 

◇理事 13 名 

 ◇監事  2 名 

第 15号 令和 7年度野洲市社会福祉協議会一般会計補正予算第 2号について 

第 16号 令和 8年度野洲市社会福祉協議会事業計画について 

第 17号 令和 8年度野洲市社会福祉協議会一般会計予算について 

第 18号 評議員の補充選任に伴う評議員選任･解任委員会に提出する評議員

選任候補者の推薦について 

第 19号 評議員選任･解任委員会の招集について 

第 20号 資産運用規程の制定について 

第 21号 役員等賠償責任保険契約の締結および本会の保険料負担について 

第 22号 令和 7年度第 2回評議員会の招集について 

 

③評議員会の開催 

開催日／出席数 決 議 事 項 

6月 24日(火) 

◇評議員 24名 

◇理事   2名 

◇監事  1名 

第 1号 令和 6年度 野洲市社会福祉協議会 事業報告について 

第 2号 令和 6年度 野洲市社会福祉協議会 一般会計決算について 

第 3号 令和 7年度 野洲市社会福祉協議会 一般会計補正予算第 1号につい

て 

第 4号 任期満了に伴う次期役員の選任について 

その他 第 2次中長期経営計画の進捗について 

その他 第 3期野洲市地域福祉基本計画の進捗について 

3月 18日(水) 

◇評議員 17名 

◇理事   2名 

第 5号 令和 7年度野洲市社会福祉協議会一般会計補正予算第 2号について 

第 6号 令和 8年度 野洲市社会福祉協議会 事業計画について 

第 7号 令和 8年度 野洲市社会福祉協議会 一般会計予算について 

 

④監事会の開催 

開催日／出席数 監 査 事 項  

5月 22日(木) 

◇監事 2 名 

令和 6年度 野洲市社会福祉協議会事業報告について 

令和 6年度 野洲市社会福祉協議会一般会計決算について 

 

⑤評議員選任・解任委員会の開催 

開催日／出席数 決 議 事 項 

6月 19日(木) 

◇委員 5名 

委員長の選任について 

評議員の選任について 

3月 16日(月) 

◇委員 5名 

評議員の選任について 

 

 

⑥経営委員会の開催 

開催日／出席数 協 議 事 項 

2月 24日(火) 

◇委員 5名 

令和 7年度野洲市社会福祉協議会の運営状況について 

社会福祉基金等の運用について 
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(２)組織運営の充実強化 

①第 3 期地域福祉基本計画･第 2 次中期経営計画推進会議 

計画策定時に組織した両計画のプロジェクトチームにより計画を推進するため、進捗状況の確

認と課題について協議する会議（年 4回）を行いました。 

開催日 主 な 内 容 出席数 

6月 26日(木) 前年度の振返りと今年度の計画推進・進行管理について 

総務課が担う計画推進について 等 

13名 

9月 25日(木) 今年度上期の振返りと下期の計画推進について 

地域福祉課が担う計画推進について 等 

11名 

12月 25日(火) 今年度の振返りと今期の計画推進について 

相談支援課が担う計画推進について 等 

12名 

3月 26日(木) 今年度の振返りと次年度の計画推進について 

在宅支援課が担う計画推進について 等 

13名 

 

②第 3 期地域福祉基本計画･第 2 次中期経営計画推進プロジェクト会議 

開催日 主 な 内 容 出席数 

4月 22日(火) 両計画推進・進行管理について 

両計画推進会議の運営について 

6名 

10月 7 日(火) 両計画の推進・進行管理について 6名 

3月 17日(火) 次年度の両計画の推進に向けて 6名 

 

③第 3 期地域福祉基本計画の推進 

 １）野洲市地域福祉計画推進会議 

開催日 主 な 内 容 出席数 

7月 25日（金） 第 3 期野洲市地域福祉基本計画の中間見直しについて 

 

委員  14名 

事務局 10名 

2月 5日（木） 第 3 期野洲市地域福祉基本計画アクションプラン見直し（案）

について 

委員  12名 

事務局 10名 

 

④運営会議 

本会の運営方針や重要施策の計画決定等に関する協議を行うため、会長、事務局長、事務局次

長、課長により毎月 1回(年 12回)開催しました。 

 

 ⑤課長会議 

   各課の直近の課題報告や部門間の連絡調整・情報共有を行なうため、事務局長、事務局次長、

課長により随時(年 26回)開催しました。 
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（３）会員制度の普及促進 

本会が行う地域に向けた様々な福祉事業の貴重な財源として、市民、企業、各種団体等から会

費のご協力をいただきました。住民の皆様に還元できるよう、ご協力いただいた会費を活用し、

地域福祉の向上に取り組みました。 

また、社会福祉協議会の活動にご協力をいただいた企業や団体、医院などとのつながり作りの

一環として、ホームページ内に賛助会費をご協力いただいた方の紹介ページを設けました。 

  ※本会は市より税額控除対象法人の認定を受けており、会費のご協力依頼の際、控除の対象にな

ることを紹介しております。 

区 分 令和 7年度 令和 6年度 

一 般 会 費 8,166,090 円 8,081,962 円 

特 別 会 費   577,850 円   621,300 円 

賛 助 会 費   550,000 円   545,000 円 

計 9,293,940 円 9,248,262 円 

 

 

（４）研修システムの体系化 

職員研修計画に基づいて、外部研修や人権研修を中心に実施しました。 

①職員研修 

 

②職員研修(外部)  

開催日 研 修 内 容 参加数 

4月 22日(火) 野洲市企業人権啓発推進協議会総会・第 1 回経営者・管理者研修会 2名 

5月 15日(木) 2025年度「事業所内公正採用選考・人権啓発基礎研修」 8名 

5月 17日(土) 部落解放・人権政策確立要求びわこ南部地域実行委員会第 35 回定期総会 1名 

5月 26日(月) 

27日(火) 

キャリアデザイン研修（新任期）  1名 

6月 10日(火) 

27日(金) 

  7月 3日（木） 

 

滋賀の福祉人研修（新任期）  

 

1名 

7月 3日（木） 滋賀県内市町社会福祉協議会新任職員研修 1名 

8月 2日(土) 野洲市人権教育研究大会 1名 

10月 28日(火) 人権啓発担当者交流会 1名 

11月 12日（水） びわこ南部地域人権啓発連続講座第 139回 1名 

11月 18日(火) 野洲市企業人権啓発推進協議会先進地研修 1名 

11月 25日(火) 滋賀県社会福祉協議会新任職員研修 1名 

11月 28日（金） 第 30回部落解放・人権施策びわこ南部地域研究集会 2名 

12月 8日（月） 第 2回地域福祉担当者会議 2名 

 2月 5日（木） 湖南地区職業対策連絡協議会・4 市企業人権（同和）教育推進協議会交流研修会 1名 

 2月 6日（金） 第 3回地域福祉担当者会議 3名 

開催日 研 修 内 容 参加数 

9月 3日(水) 

  9月 4日(木) 

≪視聴覚教材による研修≫ 

「ある精肉店のはなし」 

 11名 

 12名 

9月 8日（月）  えにしアカデミー修了論文報告会  16名 

12月 3日(水) 

12月 4日(木) 

≪視聴覚教材による研修≫ 

「あなたは大丈夫？考えよう！デートＤＶ」 

 11名 

 13名 
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 2月 14日（土） 野洲市人権尊重をめざす市民のつどい 1名 

毎月第 3金曜日 

(年間 12回） 

滋賀県社会福祉協議会 えにしアカデミー 

 第 3期生（令和 5年 10月～令和 7年 9月） 

第 5期生（令和 7年 10月～令和 9年 9月） 

2名 

 

③野洲市への在籍型出向 

出 向 先 出向人数 

こども課 １名 

 

（５）目標管理制度の実施 

   各課において目標管理のヒアリングを実施しました。 

 

（６）財政の健全化に向けた取組 

全ての役職員が高いコスト意識を持ち、費用対効果の視点に立って行動できるよう問題意識の

共有を図りました。 

  ・月毎の収支状況の把握、分析、情報共有 

  ・事業別計画および予算見積書の作成・取りまとめ 

・社協活動財源（会費及び寄付金など）の確保に向けた取組 


